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い っ ぷ く

　
当
Ｊ
Ａ
は
９
月
28
日
、
京
都
学
園

大
学
と
地
域
農
業
振
興
な
ど
の
面
で

産
学
連
携
を
目
的
と
し
た
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。協
定
で
は

多
岐
に
亘
る
分
野
か
ら
双
方
の
結
び

つ
き
を
強
め
る
こ
と
で「
食
」と「
農
」

で
つ
な
が
る
豊
か
な
地
域
社
会
を
京

都
か
ら
世
界
へ
発
信
す
る
こ
と
が
狙

い
で
す
。

　
こ
の
協
定
は「
食
農
」「
文
化
教
育
」

「
地
域
貢
献
」の
３
分
野
か
ら
な
り
ま

す
。「
食
農
分
野
」で
は
、「
Ｊ
Ａ
京
都

市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
の
導
入
が
大
き
な
柱

と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
求
め
ら
れ

る「
食
」へ
の
安
全
性
の
基
準
を
確
保

し
、
京
野
菜
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド

性
向
上
を
目
指
す
こ
と
が
狙
い
で

す
。さ
ら
に
、当
Ｊ
Ａ
は
大
学
側
か
ら

組
合
に
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
受

け
、「
京
野
菜
」の
新
種
苗
の
開
発
や

食
品
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
６
次
産

業
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。こ
の
よ

う
に
学
術
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
に

よ
っ
て
新
た
な
食
材
へ
の
展
開
や
栽

培
技
術
の
開
発
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　「
文
化
教
育
分
野
」で
は
当
Ｊ
Ａ
は

同
大
学
学
生
へ
農
業
に
関
す
る
実
践

的
な
教
育
の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。農
業
経
営
や
販
売
を
実
体
験
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

し
、
人
材
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。そ
し
て
、即
戦
力
で
地
域
農
業
に

貢
献
で
き
る
同
大
学
バ
イ
オ
環
境
学

部
生
の
当
Ｊ
Ａ
の
採
用
枠
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
地
域
貢
献
分
野
」で
は
、
管
内
で

作
ら
れ
た
旬
野
菜
を
提
供
で
き
る
場

を
地
域
社
会
の
中
か
ら
創
り
出
し
地

域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。そ
こ
で
、京
都
学
園
大
学
の
太
秦

キ
ャ
ン
パ
ス
を
農
産
物
即
売
会
の
会

場
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

地
元
の
農
家
組
合
員
が
作
ら
れ
た
新

鮮
な
野
菜
を
提
供
す
る
地
産
地
消
の

場
を
学
び
の
場
で
あ
る
大
学
か
ら
創

出
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
が
農
家
組

合
員
と
地
域
社
会
を
強
く
結
び
つ
け

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
は
農
業

振
興
に
も
必
ず
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
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組合設立70周年を迎え
それぞれが目指す

新たな未来に向かって動き始める

『 富有柿 』
　11月に入ると食べごろになる秋の味
覚「柿」。当ＪＡ管内の大枝地域は、春は
筍、秋は柿で知られている。
　大枝の柿は甘くて果肉が柔らかい
「富有柿」が多い。約１年近く丁寧に手
間をかけて育てられた柿は、甘さや色つ
やもよく、遠くから買いに訪れる方も多
い。

撮影場所　西京区大枝

●表紙の紹介

特 集

組
合
設
立
70
周
年
を
迎
え

そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
す

新
た
な
未
来
に
向
か
っ
て
動
き
始
め
る

いっぷく

　
こ
の
連
携
協
定
は
、
今
後
の
当
Ｊ

Ａ
の
方
向
性
を
形
作
る
重
要
な
意
味

を
持
ち
ま
す
。な
ぜ
な
ら
ば
、こ
れ
か

ら
の
Ｊ
Ａ
は
自
己
改
革
を
実
践
し
て

い
く
中
で
、
新
た
な
形
を
築
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。そ
れ
に

は
、
農
業
者
だ
け
で
な
く
地
域
社
会

と
一
体
と
な
っ
て
都
市
農
業
発
展
を

進
め
る
体
制
を
構
築
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、ま
だ
そ

歩
み
を
す
す
め
て

　
　
　い
く
た
め
に
は

包
括
連
携
協
定
調
印
式

多
岐
に
亘
る
協
定
内
容

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
前
進

し
続
け
る
た
め
に
は
、
産
学
の
良
好

な
関
係
を
築
き
、
地
域
か
ら
よ
り
必

要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
の
姿
を
こ
れ
か
ら

示
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
京
都
学
園
大
学
と

「
食
農
」「
文
化
教
育
」「
地
域
貢
献
」の

３
分
野
に
お
い
て
協
力
・
連
携
し
、

歴
史
都
市
京
都
の
地
域
振
興
、
さ
ら

に
は
京
都
か
ら
世
界
へ
向
け
た
様
々

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
極
的
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

2018  11vol.250

・学生がＪＡ京都市や農家組
合員との交流の場で経営や
販売を実体験できるインター
ンシップの実施
・学生に対するプロ農家によ
る農業実践教育の場の提供
・即戦力で地域農業に貢献で
きるバイオ環境学部生の当
ＪＡ職員採用枠の充実

〇文化教育分野

・京都学園大学太秦キャンパ
スでの地域農産物即売会な
どの実施
・農業祭や学園祭、地域農業
振興イベントなどの協力体制
の構築

〇地域貢献分野

〇食農分野
・京野菜のさらなる普及拡大に
向けた「ＪＡ京都市版ＧＡＰ」
推進

・京野菜などの新たな機能性
の探索や「新京野菜」の新
種苗の開発と食品センターを
使った６次産業化の検討

▲協定書を手に握手を交わす深見治一副学長（左）と戸田秀司組合長（右）

▲京都の農業を世界へ発信したいと力強く話す戸田組合長
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い っ ぷ く

　
農
業
者
の
所
得
増
大
、
農
業
生
産

拡
大
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

で
、
管
内
の
農
業
を
大
い
に
元
気
づ
け

る
と
と
も
に
、
農
業
と
地
域
を
豊
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
営
農
経
済
事
業
の

３
ヶ
年
計
画
の
最
終
年
と
し
て
以
下
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１. 

多
様
化
す
る
農
業
者
に
対
す
る

情
報
提
供
を
強
化
す
る
た
め
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
担
当
者
に
よ
る
ほ
場
巡
回
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消

費
者
に
安
全
で
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
構
築
に
向

け
、
取
り
組
み
中
で
あ
り
ま
す
。

２.

　
農
機
具
セ
ン
タ
ー
の
改
装
・
設

備
の
充
実
及
び
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
増
員
に
よ
り
、
組
合
員
皆

様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。
ま
た
、
農
作
業
中
の
事

故
防
止
と
農
機
全
般
の
機
械
整
備

を
目
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
農
業
機

械
安
全
講
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

３. 

各
種
品
評
会
や
立
毛
共
進
会
の

審
査
補
助
・
採
種
ほ
場
の
検
見

を
通
じ
営
農
指
導
員
の
知
識
向

上
を
図
る
と
共
に
、
営
農
相
談

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
営
農
指

導
員
の
育
成
に
努
め
ま
し
た
。

４. 
営
農
相
談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
並
び

に
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
者
に
よ
り
、
地

域
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
生
産

者
組
織
と
積
極
的
に
連
携
し
農

業
後
継
者
の
育
成
や
販
売
先
の

紹
介
等
に
努
め
ま
し
た
。

５.

食
と
農
を
通
し
て
組
合
員
や
地

域
住
民
と
の
つ
な
が
り
の
強
化

を
目
的
に
「
く
ら
し
の
活
動
推

進
課
」
を
中
心
に
、
夏
の
大
感

謝
祭
や
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
等

を
実
施
し
、
地
域
貢
献
活
動
や

食
農
教
育
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

６.

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
親
子
遠
足
、

ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
、
親
子

ま
つ
り
等
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
み
、

農
家
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
の

加
入
促
進
を
図
り
活
発
な
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
金
融
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

日
銀
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導

入
以
降
、
市
場
金
利
は
超
低
金
利
状

態
に
あ
り
、
運
用
利
回
り
の
低
下
に

伴
う
利
ざ
や
の
縮
小
等
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
無
い
ほ
ど
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
信
用
事
業
で
は
市

場
環
境
等
の
変
化
に
よ
る
収
支
面
へ

の
影
響
に
加
え
て
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
等
に
よ
る
事
業
基
盤
へ
の
影
響

が
他
業
態
よ
り
も
早
く
顕
在
化
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
発
想
に
捉
わ
れ
な
い
事
業
運
営

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
平
成
29
年
度
の
調

達
面
で
は
夏
・
冬
に
定
期
貯
金
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
資
金
調
達
に

努
め
ま
し
た
。
特
に
冬
の
定
期
貯
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
府
内
産
の
農

産
物
を
使
用
し
た
加
工
品
を
景
品
と

し
、
農
家
所
得
の
向
上
を
意
識
し
た

取
り
組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま

た
、
国
産
農
産
物
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ

抽
選
権
付
き
年
金
定
期
貯
金
「
結
い

の
恵
み
」
を
通
年
で
募
集
し
、
国
産

農
産
物
の
消
費
拡
大
に
努
め
ま
し

た
。
新
規
資
金
の
受
入
れ
を
は
じ

め
、
増
額
書
き
替
え
を
積
極
的
に
推

進
し
た
結
果
、
年
度
末
残
高
は
１
２

０
億
円
増
加
し
２
，３
７
７
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
借
入
金
に
つ
い
て

は
、
府
内
経
済
に
お
け
る
成
長
基
盤

強
化
を
図
る
た
め
、
日
銀
成
長
基
盤

強
化
支
援
資
金
を
無
利
息
で
借
り
入

れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
運
用
面
で
は
金
利
競
争
が

激
し
さ
を
増
す
な
か
、
住
宅
ロ
ー
ン

や
小
口
ロ
ー
ン
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
農
業
経

営
農
経
済
事
業

共

済

事

業

信

用

事

業

第
二
次
３
ヶ
年
計
画
の
進
捗
報
告

　
当
J
A
で
は
平
成
28
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
二
次
３
ヶ
年
計
画
を
策

定
し
、
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度
は
最
終
年
度
で

あ
り
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

営
資
金
や
賃
貸
事
業
資
金
な
ど
の
資

金
需
要
に
積
極
的
に
対
応
し
た
結

果
、
貸
出
金
残
高
は
５
５
６
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
有
価
証
券
に

つ
い
て
は
、
日
銀
に
よ
る
「
長
短
金

利
操
作
付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩

和
」
が
継
続
さ
れ
る
な
か
、
副
作
用

の
蓄
積
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
フ
ォ
ワ
ー
ド
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
な

か
、
国
債
お
よ
び
地
方
債
を
取
得

し
、
年
度
末
残
高
は
額
面
で
74
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
当
年
度
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開

に
よ
る
資
金
調
達
に
加
え
、
純
増
数

を
意
識
し
た
年
金
受
給
口
座
獲
得
に

よ
り
、
安
定
的
で
効
率
的
な
調
達
基

盤
の
拡
充
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
同

時
に
、
セ
ッ
ト
推
進
や
非
対
面
チ
ャ

ネ
ル
等
の
活
用
に
よ
り
、
コ
ス
ト
面

を
意
識
し
た
「
利
用
者
の
メ
イ
ン

化
」
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
運
用
面

で
は
特
に
農
業
生
産
に
直
結
す
る
資

金
需
要
に
幅
広
く
対
応
し
、
農
家
経

営
の
安
定
化
を
金
融
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
ま
た
、
リ
ス
ク
管
理
や

保
全
管
理
を
徹
底
し
、
金
融
機
関
と

し
て
更
な
る
健
全
性
の
確
保
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

マ
イ
ナ
ス
金
利
の
長
期
化
や
生
損
保

の
攻
勢
と
競
争
激
化
、
農
協
改
革
や

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
や
組
織
の
在

り
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
中
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
中
で
、
平
成
28
年
度
よ
り

「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」
を
基
軸
と
し

て
、
地
域
に
密
着
し
た
フ
ェ
イ
ス

ト
ゥ
フ
ェ
イ
ス
の
訪
問
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
従

来
の
保
障
額
方
式
の
実
績
目
標
を
廃

止
し
、
新
た
に
推
進
ポ
イ
ン
ト
方
式

の
実
績
目
標
を
導
入
し
、
全
て
の
共

済
種
類
を
一
定
の
基
準
で
評
価
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
保
障
額
に
偏
ら
ず

「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の
総
合

保
障
と
幅
広
い
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

の
中
か
ら
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
保
障
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
は
、
当
Ｊ
Ａ

の
主
力
商
品
で
あ
る
建
物
更
生
共
済

が
、
15
年
ぶ
り
に
大
き
く
見
直
さ

れ
、
保
障
の
見
直
し
と
新
契
約
に
よ

り
、
５
９
６
・
９
億
円
と
大
き
く
挙

積
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
も
依
然
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
Ｊ
Ａ
ら
し
い
「
３
Ｑ
訪
問

活
動
」
は
今
後
も
引
き
続
き
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
年
度
よ
り
、
就
業
不
能
保
障

に
関
す
る
商
品
が
発
売
と
な
り
、
ま

た
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
子
会
社
で
あ
る
共

栄
火
災
商
品
を
活
用
し
て
Ｊ
Ａ
共
済

の
補
完
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
幅
広

い
保
障
提
供
が
可
能
と
な
り
、
保
障

充
足
状
況
の
確
認
と
Ｃ
Ｓ
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
の
利
用
者
は
、
病
気
に

よ
り
入
院
や
手
術
を
受
け
ら
れ
た
時

や
、
建
物
や
自
動
車
の
被
害
に
あ
わ

れ
た
時
に
、
初
め
て
共
済
と
い
う
商

品
を
実
感
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
、

地
震
・
豪
雨
・
台
風
等
の
影
響
に
よ

り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
た
と
き

に
加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
実
感

い
た
だ
け
る
よ
う
「
安
心
」「
満
足
」

を
与
え
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対

応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆購買品供給高目標

計画

実績

計画

実績

計画

実績

生産資材

種　類 平成28年度

420,000

444,987

230,000

267,893

650,000

712,880

440,000

438,386

230,000

250,981

670,000

689,366

440,000

220,232

230,000

127,612

670,000

347,844

平成29年度 平成30年度

生活物資

合　　計

※平成30年度実績は８月末実績を表示しています。

（単位 ： 千円）

◆信用事業取扱計画高

計画
実績

計画
実績

計画
実績

計画
実績

計画
実績

預　金

貸出金運用

調達

有価証券

貯　金

借入金

種　類 平成28年度
180,497,000
183,161,731

51,523,000
50,393,570

3,800,000
4,177,320

223,558,000
225,733,637

3,000,000
2,900,000

185,997,000
190,231,135

55,523,000
55,674,576

6,300,000
7,519,140

233,558,000
237,737,561

5,000,000
6,500,000

190,497,000
187,614,325

59,523,000
57,349,109

8,800,000
9,339,989

243,558,000
237,750,631

6,000,000
7,000,000

平成29年度 平成30年度

※平成30年度実績は８月末実績を表示しています。

（単位 ： 千円）

◆共済事業取扱計画

計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

長期共済新契約高

長期共済期末保有高

年金共済保有高（保障）

自動車共済保有（台数）

自賠責共済保有（台数）

火災共済新契約高（保障）

種　類 平成28年度
4,200,000
4,381,808

50,000,000
49,701,862

500,000
511,782

5,200
4,927
1,400
2,875

5,900,000
6,069,571

4,250,000
6,814,510

50,000,000
48,596,625

500,000
517,501

5,200
4,887
1,400
2,763

5,800,000
5,534,942

4,300,000
3,953,057

50,000,000
48,288,630

500,000
527,280

5,200
4,856
1,400
2,702

5,700,000
2,155,083

平成29年度 平成30年度

※平成30年度実績は８月末実績を表示しています。

（単位 ： 万円、台）
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農
業
者
の
所
得
増
大
、
農
業
生
産

拡
大
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

で
、
管
内
の
農
業
を
大
い
に
元
気
づ
け

る
と
と
も
に
、
農
業
と
地
域
を
豊
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
営
農
経
済
事
業
の

３
ヶ
年
計
画
の
最
終
年
と
し
て
以
下
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１. 

多
様
化
す
る
農
業
者
に
対
す
る

情
報
提
供
を
強
化
す
る
た
め
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
担
当
者
に
よ
る
ほ
場
巡
回
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消

費
者
に
安
全
で
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
構
築
に
向

け
、
取
り
組
み
中
で
あ
り
ま
す
。

２.

　
農
機
具
セ
ン
タ
ー
の
改
装
・
設

備
の
充
実
及
び
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
増
員
に
よ
り
、
組
合
員
皆

様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。
ま
た
、
農
作
業
中
の
事

故
防
止
と
農
機
全
般
の
機
械
整
備

を
目
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
農
業
機

械
安
全
講
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

３. 

各
種
品
評
会
や
立
毛
共
進
会
の

審
査
補
助
・
採
種
ほ
場
の
検
見

を
通
じ
営
農
指
導
員
の
知
識
向

上
を
図
る
と
共
に
、
営
農
相
談

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
営
農
指

導
員
の
育
成
に
努
め
ま
し
た
。

４. 

営
農
相
談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
並
び

に
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
者
に
よ
り
、
地

域
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
生
産

者
組
織
と
積
極
的
に
連
携
し
農

業
後
継
者
の
育
成
や
販
売
先
の

紹
介
等
に
努
め
ま
し
た
。

５.

食
と
農
を
通
し
て
組
合
員
や
地

域
住
民
と
の
つ
な
が
り
の
強
化

を
目
的
に
「
く
ら
し
の
活
動
推

進
課
」
を
中
心
に
、
夏
の
大
感

謝
祭
や
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
等

を
実
施
し
、
地
域
貢
献
活
動
や

食
農
教
育
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

６.

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
親
子
遠
足
、

ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
、
親
子

ま
つ
り
等
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
み
、

農
家
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
の

加
入
促
進
を
図
り
活
発
な
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
金
融
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

日
銀
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導

入
以
降
、
市
場
金
利
は
超
低
金
利
状

態
に
あ
り
、
運
用
利
回
り
の
低
下
に

伴
う
利
ざ
や
の
縮
小
等
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
無
い
ほ
ど
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
信
用
事
業
で
は
市

場
環
境
等
の
変
化
に
よ
る
収
支
面
へ

の
影
響
に
加
え
て
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
等
に
よ
る
事
業
基
盤
へ
の
影
響

が
他
業
態
よ
り
も
早
く
顕
在
化
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
発
想
に
捉
わ
れ
な
い
事
業
運
営

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
平
成
29
年
度
の
調

達
面
で
は
夏
・
冬
に
定
期
貯
金
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
資
金
調
達
に

努
め
ま
し
た
。
特
に
冬
の
定
期
貯
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
府
内
産
の
農

産
物
を
使
用
し
た
加
工
品
を
景
品
と

し
、
農
家
所
得
の
向
上
を
意
識
し
た

取
り
組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま

た
、
国
産
農
産
物
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ

抽
選
権
付
き
年
金
定
期
貯
金
「
結
い

の
恵
み
」
を
通
年
で
募
集
し
、
国
産

農
産
物
の
消
費
拡
大
に
努
め
ま
し

た
。
新
規
資
金
の
受
入
れ
を
は
じ

め
、
増
額
書
き
替
え
を
積
極
的
に
推

進
し
た
結
果
、
年
度
末
残
高
は
１
２

０
億
円
増
加
し
２
，３
７
７
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
借
入
金
に
つ
い
て

は
、
府
内
経
済
に
お
け
る
成
長
基
盤

強
化
を
図
る
た
め
、
日
銀
成
長
基
盤

強
化
支
援
資
金
を
無
利
息
で
借
り
入

れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
運
用
面
で
は
金
利
競
争
が

激
し
さ
を
増
す
な
か
、
住
宅
ロ
ー
ン

や
小
口
ロ
ー
ン
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
農
業
経

営
農
経
済
事
業

共

済

事

業

信

用

事

業

第
二
次
３
ヶ
年
計
画
の
進
捗
報
告

　
当
J
A
で
は
平
成
28
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
二
次
３
ヶ
年
計
画
を
策

定
し
、
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度
は
最
終
年
度
で

あ
り
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

営
資
金
や
賃
貸
事
業
資
金
な
ど
の
資

金
需
要
に
積
極
的
に
対
応
し
た
結

果
、
貸
出
金
残
高
は
５
５
６
億
円
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
有
価
証
券
に

つ
い
て
は
、
日
銀
に
よ
る
「
長
短
金

利
操
作
付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩

和
」
が
継
続
さ
れ
る
な
か
、
副
作
用

の
蓄
積
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
フ
ォ
ワ
ー
ド
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
な

か
、
国
債
お
よ
び
地
方
債
を
取
得

し
、
年
度
末
残
高
は
額
面
で
74
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
当
年
度
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開

に
よ
る
資
金
調
達
に
加
え
、
純
増
数

を
意
識
し
た
年
金
受
給
口
座
獲
得
に

よ
り
、
安
定
的
で
効
率
的
な
調
達
基

盤
の
拡
充
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
同

時
に
、
セ
ッ
ト
推
進
や
非
対
面
チ
ャ

ネ
ル
等
の
活
用
に
よ
り
、
コ
ス
ト
面

を
意
識
し
た
「
利
用
者
の
メ
イ
ン

化
」
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
運
用
面

で
は
特
に
農
業
生
産
に
直
結
す
る
資

金
需
要
に
幅
広
く
対
応
し
、
農
家
経

営
の
安
定
化
を
金
融
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
ま
た
、
リ
ス
ク
管
理
や

保
全
管
理
を
徹
底
し
、
金
融
機
関
と

し
て
更
な
る
健
全
性
の
確
保
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

マ
イ
ナ
ス
金
利
の
長
期
化
や
生
損
保

の
攻
勢
と
競
争
激
化
、
農
協
改
革
や

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
や
組
織
の
在

り
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
中
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
中
で
、
平
成
28
年
度
よ
り

「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」
を
基
軸
と
し

て
、
地
域
に
密
着
し
た
フ
ェ
イ
ス

ト
ゥ
フ
ェ
イ
ス
の
訪
問
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
従

来
の
保
障
額
方
式
の
実
績
目
標
を
廃

止
し
、
新
た
に
推
進
ポ
イ
ン
ト
方
式

の
実
績
目
標
を
導
入
し
、
全
て
の
共

済
種
類
を
一
定
の
基
準
で
評
価
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
保
障
額
に
偏
ら
ず

「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の
総
合

保
障
と
幅
広
い
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

の
中
か
ら
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
保
障
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
は
、
当
Ｊ
Ａ

の
主
力
商
品
で
あ
る
建
物
更
生
共
済

が
、
15
年
ぶ
り
に
大
き
く
見
直
さ

れ
、
保
障
の
見
直
し
と
新
契
約
に
よ

り
、
５
９
６
・
９
億
円
と
大
き
く
挙

積
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
も
依
然
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
Ｊ
Ａ
ら
し
い
「
３
Ｑ
訪
問

活
動
」
は
今
後
も
引
き
続
き
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
年
度
よ
り
、
就
業
不
能
保
障

に
関
す
る
商
品
が
発
売
と
な
り
、
ま

た
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
子
会
社
で
あ
る
共

栄
火
災
商
品
を
活
用
し
て
Ｊ
Ａ
共
済

の
補
完
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
幅
広

い
保
障
提
供
が
可
能
と
な
り
、
保
障

充
足
状
況
の
確
認
と
Ｃ
Ｓ
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
の
利
用
者
は
、
病
気
に

よ
り
入
院
や
手
術
を
受
け
ら
れ
た
時

や
、
建
物
や
自
動
車
の
被
害
に
あ
わ

れ
た
時
に
、
初
め
て
共
済
と
い
う
商

品
を
実
感
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
、

地
震
・
豪
雨
・
台
風
等
の
影
響
に
よ

り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
た
と
き

に
加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
実
感

い
た
だ
け
る
よ
う
「
安
心
」「
満
足
」

を
与
え
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対

応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆購買品供給高目標

計画

実績

計画

実績

計画

実績

生産資材

種　類 平成28年度

420,000

444,987

230,000

267,893

650,000

712,880

440,000

438,386

230,000

250,981

670,000

689,366

440,000

220,232

230,000

127,612

670,000

347,844

平成29年度 平成30年度

生活物資

合　　計

※平成30年度実績は８月末実績を表示しています。

（単位 ： 千円）

◆信用事業取扱計画高

計画
実績

計画
実績

計画
実績

計画
実績

計画
実績

預　金

貸出金運用

調達

有価証券

貯　金

借入金

種　類 平成28年度
180,497,000
183,161,731

51,523,000
50,393,570

3,800,000
4,177,320

223,558,000
225,733,637

3,000,000
2,900,000

185,997,000
190,231,135

55,523,000
55,674,576

6,300,000
7,519,140

233,558,000
237,737,561

5,000,000
6,500,000

190,497,000
187,614,325

59,523,000
57,349,109

8,800,000
9,339,989

243,558,000
237,750,631

6,000,000
7,000,000

平成29年度 平成30年度

※平成30年度実績は８月末実績を表示しています。

（単位 ： 千円）

◆共済事業取扱計画

計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

長期共済新契約高

長期共済期末保有高

年金共済保有高（保障）

自動車共済保有（台数）

自賠責共済保有（台数）

火災共済新契約高（保障）

種　類 平成28年度
4,200,000
4,381,808

50,000,000
49,701,862

500,000
511,782

5,200
4,927
1,400
2,875

5,900,000
6,069,571

4,250,000
6,814,510

50,000,000
48,596,625

500,000
517,501

5,200
4,887
1,400
2,763

5,800,000
5,534,942

4,300,000
3,953,057

50,000,000
48,288,630

500,000
527,280

5,200
4,856
1,400
2,702

5,700,000
2,155,083

平成29年度 平成30年度

※平成30年度実績は８月末実績を表示しています。

（単位 ： 万円、台）
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い っ ぷ く

　
農
家
組
合
員
の
高
齢
化
と
世
代
交

代
が
急
速
に
進
み
、
農
業
者
が
減
少
す

る
中
で
、
多
く
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通

じ
て
、
准
組
合
員
が
急
激
に
増
加
し
て

い
る
現
況
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
次
世
代
と
の
繋
が
り
を

強
化
し
な
が
ら
Ｊ
Ａ
で
あ
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
営
業
体
制
（
渉
外
担
当
者
に
よ

る
顧
客
訪
問
、
相
談
業
務
等
）
を
実
践

し
て
顧
客
満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
各
店
舗
に
業
務
推
進
リ
ー

ダ
ー
を
配
置
し
、
実
績
の
進
捗
を
確
認

し
な
が
ら
、
自
店
舗
の
推
進
計
画
を
策

定
し
実
践
し
て
い
く
方
策
を
と
り
、
そ

れ
に
よ
り
営
業
実
績
を
は
じ
め
業
務
運

営
に
対
し
て
も
有
効
に
機
能
し
て
い
ま

す
。

　
取
引
項
目
の
追
加
獲
得
に
よ
る
営
業

取
引
の
拡
大
を
目
指
す
「
プ
ラ
ス
１
運

動
」
の
展
開
、
階
層
別
研
修
に
よ
る
役

割
分
担
の
確
認
等
、
業
務
が
円
滑
に
進

む
べ
く
数
多
く
の
研
修
、
会
議
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
配
属
の
資
産
管
理
課
で
は

従
来
の
業
務
に
加
え
て
農
地
法
改
正
に

向
け
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
地
に
関
係
す
る
事
、
特
に
生
産
緑
地

の
取
扱
い
に
関
し
て
は
的
確
な
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
組
合
員
に
伝
え
る
た
め

に
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
研
修
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
今
後
も
適
時
、
開
催
し
て
い

く
中
で
、
行
政
機
関
と
も
連
携
を
と
り

な
が
ら
相
談
業
務
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
第
二
次
３
ヶ
年
計
画
で
は
、
総
務

管
理
部
門
と
し
て
３
つ
の
項
目
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
進

捗
状
況
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
組
合
の
組
織
基
盤
強
化
の
戦
略

　
組
合
員
加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
実
績
は
１
，４
６
７
人

で
年
度
目
標
の
４
０
０
人
を
大
幅
に

上
回
り
ま
し
た
。

　
そ
の
内
訳
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
金

利
を
目
的
と
し
た
准
組
合
員
加
入
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
今
後
は
、
准
組
合
員

と
の
関
係
を
深
め
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ

ン
を
創
出
す
る
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
正
組
合
員
の
加
入
状
況
に

つ
い
て
は
、
女
性
正
組
合
員
の
比
率

は
平
成
29
年
度
末
で
20
・
75
％
と
目

標
と
し
て
い
る
20
％
を
上
回
り
ま
し

た
が
、
正
組
合
員
総
数
は
19
人
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
次

世
代
後
継
者
や
女
性
正
組
合
員
の
加

入
促
進
等
に
よ
り
、
正
組
合
員
の
増

大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
．
組
合
員
・
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
向

上
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み

①
　
拠
点
化
構
想
に
よ
る
施
設
充
実

業
務
推
進
部
門

総
合
財
務
計
画・総
合
損
益
計
画

総
務
管
理
部
門

と
顧
客
対
応
力
向
上
の
た
め
、
嵯

峨
野
支
店
を
開
業
し
ま
し
た
。
ま

た
、
組
合
員
・
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
向
け
、
本
店
事
務
所

の
改
修
工
事
や
修
学
院
支
店
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
増
築
及
び
改
修
工

事
、
更
に
農
機
具
セ
ン
タ
ー
の
施

設
拡
張
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
各
店
舗
の
施
設
充
実
に

必
要
な
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

②
　
准
組
合
員
や
地
域
住
民
に
支
店

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
平
成
28
年

度
か
ら
「
支
店
だ
よ
り
」
を
年
２

回
発
行
し
て
い
ま
す
。
地
域
と
の

結
び
つ
き
を
深
め
る
有
効
な
手
段

と
し
て
、
各
店
舗
で
創
意
工
夫
し

誌
面
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。

③
　
嵯
峨
北
部
支
店
の
嵯
峨
野
支
店

へ
の
統
合
に
伴
い
、
当
該
地
域
の

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
災
害
時

に
お
け
る
事
業
継
続
維
持
の
観
点

か
ら
、
金
融
移
動
店
舗
を
導
入

し
、
一
層
の
利
用
者
満
足
に
努
め

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
地
域
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
総
合
経
済
機
関
と

し
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
．
健
全
経
営
の
実
践

①
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
適
時
改
訂
、
年
度
ご
と
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
策
定
と
計
画
的
な
実
践
を
通

し
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の

醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
　
農
協
改
革
が
す
す
む
中
で
、
協

同
組
合
の
理
念
や
協
同
組
合
に
関

す
る
法
規
・
組
織
論
、
財
務
会
計

の
習
得
な
ど
農
協
職
員
と
し
て
必

要
な
資
格
、
銀
行
検
定
や
毒
物
劇

物
取
扱
、
ま
た
、
日
商
簿
記
検
定

な
ど
、
事
業
に
必
要
な
資
格
の
取

得
を
督
励
し
、
人
材
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。

③
　
農
協
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
31

年
度
か
ら
監
査
制
度
が
変
更
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
公
認
会
計
士

監
査
で
求
め
ら
れ
る
内
部
統
制
の

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

④
　
当
Ｊ
Ａ
の
自
己
資
本
比
率
は
、

平
成
29
年
度
末
で
20
・
96
％
と
基

準
の
８
％
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い

ま
す
。

    

今
後
と
も
、
内
部
留
保
の
拡
充

に
よ
り
自
己
資
本
を
造
成
し
、
安

定
し
た
自
己
資
本
比
率
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆会議・研修
＊業務推進リーダー会議（定例会議　毎月18日）
＊窓口リーダー会議
＊視察研修　平成29年　福岡県　ＪＡ福岡市

　平成30年　岡山県　ＪＡ岡山西
＊管理職（支店長・次長）研修
＊渉外・窓口ロールプレイング大会・・・連合会へ参加
＊特別訪問先重層訪問活動の実施（相続・税務研修会）
＊その他　　ワイガヤミーティング
◆尚、平成29年度実績については各部参照

◆総合財務計画 （単位 ： 百万円）

平成28年度計画

236,745

101

111

300

3,086

5,670

173

246,185

227,558

1,280

54

300

1,089

230,761

15,424

246,185

248,750

100

100

300

3,197

5,640

173

258,260

239,710

1,300

50

300

1,100

242,460

15,800

258,260

259,750

100

100

400

3,157

5,570

173

269,250

250,710

1,100

40

300

1,100

253,250

16,000

269,250

区　分 平成29年度計画 平成30年度計画平成29年度実績

254,199

90

102

415

3,301

5,636

117

263,861

244,815

1,064

42

261

1,514

247,695

16,166

263,861

信 用 事 業 資 産

共 済 事 業 資 産

経 済 事 業 資 産

雑 資 産

固 定 資 産

外 部 出 資

繰 延 税 金 資 産

資 産 の 部 合 計

信 用 事 業 負 債

共 済 事 業 負 債

経 済 事 業 資 産

雑 負 債

諸 引 当 金 等

負 債 の 部 合 計

純 資 産 の 部 合 計

負 債 及 び 純 資 産 の 合 計

◆総合損益計画 （単位 ： 千円）

平成28年度計画

1,470,500

750,940

144,360

1,020

1,700

2,170

△ 17,950

2,352,740

2,145,570

207,170

278,510

278,310

1,488,000

750,000

140,000

1,000

1,700

2,000

△ 17,700

2,365,000

2,153,000

212,000

282,000

278,000

1,500,000

750,000

140,000

1,000

1,700

2,400

△ 17,700

2,377,000

2,159,000

218,000

288,000

288,000

区　分 平成29年度計画 平成30年度計画平成29年度実績

1,430,086

824,862

165,876

1,521

2,888

2,873

△ 14,182

2,413,924

2,144,021

269,904

369,362

369,338

信 用 事 業 総 利 益

共 済 事 業 総 利 益

購 買 事 業 総 利 益

販 売 事 業 総 利 益

利 用 事 業 総 利 益

宅 地 等 供 給 事 業 総 利 益

指 導 事 業 収 支 差 額

全 体 事 業 総 利 益

事 業 管 理 費

事 業 利 益

経 常 利 益

税 引 前 当 期 利 益

◆組合員の増員計画

1,467

400

400

400

平成29年度実績

平成28年度目標

平成29年度目標

平成30年度目標

組合員
（単位 ： 人）
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農
家
組
合
員
の
高
齢
化
と
世
代
交

代
が
急
速
に
進
み
、
農
業
者
が
減
少
す

る
中
で
、
多
く
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通

じ
て
、
准
組
合
員
が
急
激
に
増
加
し
て

い
る
現
況
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
次
世
代
と
の
繋
が
り
を

強
化
し
な
が
ら
Ｊ
Ａ
で
あ
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
営
業
体
制
（
渉
外
担
当
者
に
よ

る
顧
客
訪
問
、
相
談
業
務
等
）
を
実
践

し
て
顧
客
満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
各
店
舗
に
業
務
推
進
リ
ー

ダ
ー
を
配
置
し
、
実
績
の
進
捗
を
確
認

し
な
が
ら
、
自
店
舗
の
推
進
計
画
を
策

定
し
実
践
し
て
い
く
方
策
を
と
り
、
そ

れ
に
よ
り
営
業
実
績
を
は
じ
め
業
務
運

営
に
対
し
て
も
有
効
に
機
能
し
て
い
ま

す
。

　
取
引
項
目
の
追
加
獲
得
に
よ
る
営
業

取
引
の
拡
大
を
目
指
す
「
プ
ラ
ス
１
運

動
」
の
展
開
、
階
層
別
研
修
に
よ
る
役

割
分
担
の
確
認
等
、
業
務
が
円
滑
に
進

む
べ
く
数
多
く
の
研
修
、
会
議
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
配
属
の
資
産
管
理
課
で
は

従
来
の
業
務
に
加
え
て
農
地
法
改
正
に

向
け
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
地
に
関
係
す
る
事
、
特
に
生
産
緑
地

の
取
扱
い
に
関
し
て
は
的
確
な
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
組
合
員
に
伝
え
る
た
め

に
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
研
修
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
今
後
も
適
時
、
開
催
し
て
い

く
中
で
、
行
政
機
関
と
も
連
携
を
と
り

な
が
ら
相
談
業
務
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
第
二
次
３
ヶ
年
計
画
で
は
、
総
務

管
理
部
門
と
し
て
３
つ
の
項
目
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
進

捗
状
況
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
組
合
の
組
織
基
盤
強
化
の
戦
略

　
組
合
員
加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
実
績
は
１
，４
６
７
人

で
年
度
目
標
の
４
０
０
人
を
大
幅
に

上
回
り
ま
し
た
。

　
そ
の
内
訳
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
金

利
を
目
的
と
し
た
准
組
合
員
加
入
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
今
後
は
、
准
組
合
員

と
の
関
係
を
深
め
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ

ン
を
創
出
す
る
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
正
組
合
員
の
加
入
状
況
に

つ
い
て
は
、
女
性
正
組
合
員
の
比
率

は
平
成
29
年
度
末
で
20
・
75
％
と
目

標
と
し
て
い
る
20
％
を
上
回
り
ま
し

た
が
、
正
組
合
員
総
数
は
19
人
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
次

世
代
後
継
者
や
女
性
正
組
合
員
の
加

入
促
進
等
に
よ
り
、
正
組
合
員
の
増

大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
．
組
合
員
・
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
向

上
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み

①
　
拠
点
化
構
想
に
よ
る
施
設
充
実

業
務
推
進
部
門

総
合
財
務
計
画・総
合
損
益
計
画

総
務
管
理
部
門

と
顧
客
対
応
力
向
上
の
た
め
、
嵯

峨
野
支
店
を
開
業
し
ま
し
た
。
ま

た
、
組
合
員
・
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
向
け
、
本
店
事
務
所

の
改
修
工
事
や
修
学
院
支
店
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
増
築
及
び
改
修
工

事
、
更
に
農
機
具
セ
ン
タ
ー
の
施

設
拡
張
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
各
店
舗
の
施
設
充
実
に

必
要
な
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

②
　
准
組
合
員
や
地
域
住
民
に
支
店

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
平
成
28
年

度
か
ら
「
支
店
だ
よ
り
」
を
年
２

回
発
行
し
て
い
ま
す
。
地
域
と
の

結
び
つ
き
を
深
め
る
有
効
な
手
段

と
し
て
、
各
店
舗
で
創
意
工
夫
し

誌
面
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。

③
　
嵯
峨
北
部
支
店
の
嵯
峨
野
支
店

へ
の
統
合
に
伴
い
、
当
該
地
域
の

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
災
害
時

に
お
け
る
事
業
継
続
維
持
の
観
点

か
ら
、
金
融
移
動
店
舗
を
導
入

し
、
一
層
の
利
用
者
満
足
に
努
め

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
地
域
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
総
合
経
済
機
関
と

し
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
．
健
全
経
営
の
実
践

①
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
適
時
改
訂
、
年
度
ご
と
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
策
定
と
計
画
的
な
実
践
を
通

し
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の

醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
　
農
協
改
革
が
す
す
む
中
で
、
協

同
組
合
の
理
念
や
協
同
組
合
に
関

す
る
法
規
・
組
織
論
、
財
務
会
計

の
習
得
な
ど
農
協
職
員
と
し
て
必

要
な
資
格
、
銀
行
検
定
や
毒
物
劇

物
取
扱
、
ま
た
、
日
商
簿
記
検
定

な
ど
、
事
業
に
必
要
な
資
格
の
取

得
を
督
励
し
、
人
材
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。

③
　
農
協
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
31

年
度
か
ら
監
査
制
度
が
変
更
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
公
認
会
計
士

監
査
で
求
め
ら
れ
る
内
部
統
制
の

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

④
　
当
Ｊ
Ａ
の
自
己
資
本
比
率
は
、

平
成
29
年
度
末
で
20
・
96
％
と
基

準
の
８
％
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い

ま
す
。

    

今
後
と
も
、
内
部
留
保
の
拡
充

に
よ
り
自
己
資
本
を
造
成
し
、
安

定
し
た
自
己
資
本
比
率
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆会議・研修
＊業務推進リーダー会議（定例会議　毎月18日）
＊窓口リーダー会議
＊視察研修　平成29年　福岡県　ＪＡ福岡市

　平成30年　岡山県　ＪＡ岡山西
＊管理職（支店長・次長）研修
＊渉外・窓口ロールプレイング大会・・・連合会へ参加
＊特別訪問先重層訪問活動の実施（相続・税務研修会）
＊その他　　ワイガヤミーティング
◆尚、平成29年度実績については各部参照

◆総合財務計画 （単位 ： 百万円）

平成28年度計画

236,745

101

111

300

3,086

5,670

173

246,185

227,558

1,280

54

300

1,089

230,761

15,424

246,185

248,750

100

100

300

3,197

5,640

173

258,260

239,710

1,300

50

300

1,100

242,460

15,800

258,260

259,750

100

100

400

3,157

5,570

173

269,250

250,710

1,100

40

300

1,100

253,250

16,000

269,250

区　分 平成29年度計画 平成30年度計画平成29年度実績

254,199

90

102

415

3,301

5,636

117

263,861

244,815

1,064

42

261

1,514

247,695

16,166

263,861

信 用 事 業 資 産

共 済 事 業 資 産

経 済 事 業 資 産

雑 資 産

固 定 資 産

外 部 出 資

繰 延 税 金 資 産

資 産 の 部 合 計

信 用 事 業 負 債

共 済 事 業 負 債

経 済 事 業 資 産

雑 負 債

諸 引 当 金 等

負 債 の 部 合 計

純 資 産 の 部 合 計

負 債 及 び 純 資 産 の 合 計

◆総合損益計画 （単位 ： 千円）

平成28年度計画

1,470,500

750,940

144,360

1,020

1,700

2,170

△ 17,950

2,352,740

2,145,570

207,170

278,510

278,310

1,488,000

750,000

140,000

1,000

1,700

2,000

△ 17,700

2,365,000

2,153,000

212,000

282,000

278,000

1,500,000

750,000

140,000

1,000

1,700

2,400

△ 17,700

2,377,000

2,159,000

218,000

288,000

288,000

区　分 平成29年度計画 平成30年度計画平成29年度実績

1,430,086

824,862

165,876

1,521

2,888

2,873

△ 14,182

2,413,924

2,144,021

269,904

369,362

369,338

信 用 事 業 総 利 益

共 済 事 業 総 利 益

購 買 事 業 総 利 益

販 売 事 業 総 利 益

利 用 事 業 総 利 益

宅 地 等 供 給 事 業 総 利 益

指 導 事 業 収 支 差 額

全 体 事 業 総 利 益

事 業 管 理 費

事 業 利 益

経 常 利 益

税 引 前 当 期 利 益

◆組合員の増員計画

1,467

400

400

400

平成29年度実績

平成28年度目標

平成29年度目標

平成30年度目標

組合員
（単位 ： 人）
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い っ ぷ く

とっても仲良しな
依愛ちゃんと丈太朗くん

わが家のアイドルご紹介

自慢のペットご紹介

10 月に３歳になったばかりのチャチャちゃんです。
カメラを向けるとしっかりカメラ目線をくれる可愛い女の子

です。
大好物の鶏肉をたくさん食べて、大好きな紀一さんとボール

で元気に遊んでいます。

チャチャちゃんのご主人

三宅　紀一さん（修学院支部）

 
 

 

チャチャ
ちゃん

犬種 トイプードル

お父さん　圭吾 さん
お母さん　裕子 さん
お姉さん　美都 さん
祖父　　　新一 さん
祖母　　　美子 さん
曽祖母　　久江 さん

上鳥羽支部
安田　依

い ち か
愛ちゃん   （7 才 11ヶ月）

　丈
じょうたろう

太朗くん（5 才 1ヶ月）

　外で遊ぶことが大好きな依愛と丈太朗。天気
がいい時は自転車に乗ったり、なわとびをしたり
して遊んでいます。
　年の離れたお姉ちゃん（美都）の影響をうけ
て、昨年から２人ともバスケットボールをはじめ
ました。汗びっしょりになって頑張る姿にいつも
元気をもらっています。
　これからもたくさん遊んで、たくさん笑って、
いろんな事にチャレンジしていこうね。

　
９
月
18
日
か
ら
10
月
３
日
に
か
け

て
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生

産
工
程
管
理
）
導
入
に
向
け
て
の
説

明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
京
都
市
中

央
卸
売
市
場
へ
の
出
荷
や
直
売
所
で

販
売
さ
れ
て
い
る
組
合
員
を
対
象
に

管
内
６
カ
所
で
１
０
０
名
以
上
の
参

加
者
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
何
か
、
取
り
組

む
に
当
た
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
や
自
己

点
検
か
ら
承
認
ま
で
の
流
れ
な
ど
の

Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入
に
向
け
て

▲説明するＴＡＣ職員

▲贈呈式で肥料が支給されました

TAC

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
農
薬
の
洗
浄
液

の
処
理
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

「
他
府
県
で
は
ど
の
よ
う
な
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
」

と
い
っ
た
質
問
や
意
見
を
営
農
担
当

職
員
と
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
承
認
さ
れ
た
ほ
場
で
生
産
し
た
農

産
物
の
包
装
に
は
京
香
さ
ん
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
付
け
ま
す
。
来
年
１
月
の

出
荷
を
目
指
し
、
京
都
市
中
央
卸
売

市
場
で
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

　
戸
田
秀
司
組
合
長
は
「
こ
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
京
野
菜
の
原
産
地

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
向
上
を
目
指
し
、

今
後
の
農
業
の
潮
流
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ

に
組
合
員
が
取
り
組
む
き
っ
か
け
に

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
９
月
４
日
に
近
畿
地
方
に
襲
来
し

た
台
風
21
号
の
影
響
で
農
業
用
施
設

ビ
ニ
ー
ル
が
破
損
し
た
り
、
パ
イ
プ

が
変
形
す
る
な
ど
園
芸
栽
培
に
多
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
は
組
合
員
へ
様
々
な
復
旧
支
援
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
肥
料
配
布
や
破

損
し
た
農
業
用
施
設
ビ
ニ
ー
ル
を
無

料
で
回
収
し
、
ま
た
当
Ｊ
Ａ
職
員
が

被
害
地
域
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
の
肥
料
配
布
は
主
に
、

筍
畑
の
親
竹
の
倒
状
被
害
を
受
け
た

組
合
員
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

肥
料
は
根
の
成
長
促
進
に
効
果
が
あ

る
「
け
い
酸
加
里
」
を
一
反
当
た
り

一
本
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
被
害

が
大
き
か
っ
た
大
枝
支
部
に
は
２
２

７
本
の
肥
料
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
親
竹
が
折
れ
る
被
害
に

あ
っ
た
同
支
部
山
本
義
治
支
部
長
は

「
過
去
に
こ
こ
ま
で
の
被
害
を
受
け

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
復
旧
に
は
時

間
が
か
か
り
そ
う
」
と
不
安
を
に
じ

ま
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
長

克
洋
支
店
長
は
「
被
害
状
況
の
調
査

に
は
地
域
の
皆
様
の
協
力
を
頂
い

た
。
１
日
で
も
早
く
復
旧
が
で
き
る

よ
う
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
語
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｊ
Ａ
全

農
京
都
か
ら
作
業
用
の
軍
手
と
タ
オ

ル
が
支
給
さ
れ
復
旧
に
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
17
日
、
19
日
、
24
日

に
行
っ
た
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
の
無
料

回
収
で
は
「
今
回
の
台
風
は
と
て
も

被
害
が
多
く
、
困
っ
て
い
た
の
で
助

か
り
ま
し
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

一
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て

営農経済部

▲次から次へと運ばれてくる農業用ビニール

見 本
お姉ちゃんのように
バスケット上手に

なるぞー !!　
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９
月
18
日
か
ら
10
月
３
日
に
か
け

て
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生

産
工
程
管
理
）
導
入
に
向
け
て
の
説

明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
京
都
市
中

央
卸
売
市
場
へ
の
出
荷
や
直
売
所
で

販
売
さ
れ
て
い
る
組
合
員
を
対
象
に

管
内
６
カ
所
で
１
０
０
名
以
上
の
参

加
者
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
何
か
、
取
り
組

む
に
当
た
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
や
自
己

点
検
か
ら
承
認
ま
で
の
流
れ
な
ど
の

Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入
に
向
け
て

▲説明するＴＡＣ職員

▲贈呈式で肥料が支給されました

TAC

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
農
薬
の
洗
浄
液

の
処
理
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

「
他
府
県
で
は
ど
の
よ
う
な
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
」

と
い
っ
た
質
問
や
意
見
を
営
農
担
当

職
員
と
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
承
認
さ
れ
た
ほ
場
で
生
産
し
た
農

産
物
の
包
装
に
は
京
香
さ
ん
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
付
け
ま
す
。
来
年
１
月
の

出
荷
を
目
指
し
、
京
都
市
中
央
卸
売

市
場
で
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

　
戸
田
秀
司
組
合
長
は
「
こ
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
京
野
菜
の
原
産
地

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
向
上
を
目
指
し
、

今
後
の
農
業
の
潮
流
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ

に
組
合
員
が
取
り
組
む
き
っ
か
け
に

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
９
月
４
日
に
近
畿
地
方
に
襲
来
し

た
台
風
21
号
の
影
響
で
農
業
用
施
設

ビ
ニ
ー
ル
が
破
損
し
た
り
、
パ
イ
プ

が
変
形
す
る
な
ど
園
芸
栽
培
に
多
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
は
組
合
員
へ
様
々
な
復
旧
支
援
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
肥
料
配
布
や
破

損
し
た
農
業
用
施
設
ビ
ニ
ー
ル
を
無

料
で
回
収
し
、
ま
た
当
Ｊ
Ａ
職
員
が

被
害
地
域
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
の
肥
料
配
布
は
主
に
、

筍
畑
の
親
竹
の
倒
状
被
害
を
受
け
た

組
合
員
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

肥
料
は
根
の
成
長
促
進
に
効
果
が
あ

る
「
け
い
酸
加
里
」
を
一
反
当
た
り

一
本
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
被
害

が
大
き
か
っ
た
大
枝
支
部
に
は
２
２

７
本
の
肥
料
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
親
竹
が
折
れ
る
被
害
に

あ
っ
た
同
支
部
山
本
義
治
支
部
長
は

「
過
去
に
こ
こ
ま
で
の
被
害
を
受
け

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
復
旧
に
は
時

間
が
か
か
り
そ
う
」
と
不
安
を
に
じ

ま
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
長

克
洋
支
店
長
は
「
被
害
状
況
の
調
査

に
は
地
域
の
皆
様
の
協
力
を
頂
い

た
。
１
日
で
も
早
く
復
旧
が
で
き
る

よ
う
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
語
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｊ
Ａ
全

農
京
都
か
ら
作
業
用
の
軍
手
と
タ
オ

ル
が
支
給
さ
れ
復
旧
に
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
17
日
、
19
日
、
24
日

に
行
っ
た
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
の
無
料

回
収
で
は
「
今
回
の
台
風
は
と
て
も

被
害
が
多
く
、
困
っ
て
い
た
の
で
助

か
り
ま
し
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

一
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て

営農経済部

▲次から次へと運ばれてくる農業用ビニール

見 本

の かわら版

Ｊ
Ａ
京
都
市
管
内
の
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

の

か
わ
ら
版
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い っ ぷ く

　
８
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
京
都
市
青
壮
年

部
設
立
50
周
年
記
念
式
典
が
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
歴
代
の
青
壮

年
部
長
を
招
く
な
ど
、
関
係
者
98
名

が
出
席
さ
れ
、
活
動
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
思
い
出
話
に
華
を
咲
か
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
渡
邉
幸
浩
青
壮
年
部
長

が
挨
拶
を
行
わ
れ
「
今
ま
で
の
諸
先

輩
方
の
功
績
及
び
活
動
に
敬
意
を

表
し
、
次
の
新
た
な
50
年
に
向
け
て

青
壮
年
部
の
益
々
の
発
展
、
京
都
の

農
業
・
日
本
の
農
業
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
力
強
く
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
10
月
12
日
、
久
我
支
店
管
内
に
あ

る
神
川
保
育
園
の
園
児
た
ち
は
、
久

我
土
ん
子
ク
ラ
ブ
の
指
導
の
下
、
サ

ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
行
わ
れ
、
約
１

４
０
名
の
園
児
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
上
旬
に
苗
を
定
植
し
、
園
児

た
ち
が
水
や
り
等
を
定
期
的
に
行
い

育
て
て
き
た
も
の
で
、
土
の
中
に
埋

ま
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
必
死
に
掘
り
起

こ
す
姿
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　
久
我
土
ん
子
ク
ラ
ブ
の
組
合
長
で

あ
る
樋
口
忠
夫
氏
は
「
こ
の
体
験
を

通
し
て
、
園
児
た
ち
に
農
業
へ
の
難

し
さ
や
楽
し
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

青
壮
年
部
設
立
50
周
年
記
念
式
典

35
人
の
女
性
が
競
い
合
う

▲挨拶される渡邉幸浩青壮年部長▲サツマイモを掘り起こす園児

▲新規に導入したローダー付積載車

　
８
月
29
日
、
女
性
部
親
睦
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
滋
賀
県
希

望
ヶ
丘
文
化
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
は
女
性
部
が
主
催
者
と
し
て
行
う

初
め
て
の
大
会
で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
に
も
参
加
を
募
ら
れ
、
35
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
照
り
つ
け
る
暑
さ
の
中
、
３
ホ
ー

ル
を
回
っ
た
後
は
、
汗
で
び
っ
し
ょ

り
。
参
加
者
は
「
暑
か
っ
た
け
ど
、

自
然
の
中
で
流
す
汗
は
気
持
ち
が
い

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
優
勝
、
準
優
勝
、
飛

び
賞
を
含
め
16
名
が
受
賞
さ
れ
、
２

チ
ー
ム
が
チ
ー
ム
賞
を
獲
得
さ
れ
ま

し
た
。

　
８
月
31
日
、
や
さ
い
の
日
に
ち
な

ん
で
嵯
峨
野
支
店
管
轄
の
嵯
峨･

嵯

峨
北
部･

太
秦･

花
園
の
４
支
部
合
同

の
野
菜
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
地
元
の
組
合
員
が
育

て
た
新
鮮
野
菜
や
水
尾
特
産
の
柚
子

で
作
ら
れ
た
ポ
ン
酢
な
ど
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
商
品
約
20
種
類
が
並

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
L
I
N
E
＠
」
で
即
売
会
の
情

報
を
発
信
し
た
こ
と
で
開
始
前
か
ら

約
50
名
も
の
お
客
様
の
列
が
で
き
ま

し
た
。
来
場
者
は
「
地
元
の
新
鮮
な

野
菜
が
た
く
さ
ん
買
え
て
う
れ
し

い
。
ま
た
開
催
し
て
欲
し
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
大
好
評

新
鮮
野
菜
を
地
元
の
人
へ

▲多くのお客様に来ていただきました

営農経済部女性部

青壮年部嵯峨野

　
８
月
25
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
35
名
が
参
加
さ
れ
、
料

理
教
室
を
行
い
、
ち
ゃ
ぐ
り
ん
８
月

号
掲
載
の
「
コ
ロ
コ
ロ
夏
野
菜
カ

レ
ー
」
と
「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ト
ラ
イ

ア
ル
」
を
調
理
さ
れ
ま
し
た
。

　
包
丁
を
初
め
て
握
る
子
に
教
え
る

上
級
生
な
ど
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
料

理
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
最
後

は
で
き
あ
が
っ
た
料
理
を
食
べ
「
お
い

し
い
！
」
「
苦
手
な
野
菜
も
全
部
食
べ

ら
れ
た
！
」
と
笑
顔
溢
れ
る
楽
し
い
会

と
な
り
ま
し
た
。

美
味
し
い
料
理
作
れ
た
よ
！

▲野菜はこう切るんだよ！

フレッシュミズ

▲よ～くボールを見て

誰
も
が
足
を
運
べ
る
支
店
へ

　
８
月
23
日
か
ら
の
５
日
間
、
山
科

南
部
支
店
は
く
ら
し
の
活
動
の
一
環

と
し
て
「
山
科
南
部
支
店
夏
祭
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
支
店
初
め
て
の
試
み

で
、
支
店
に
来
店
し
て
も
ら
い
、
地

域
住
民
や
組
合
員
家
族
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
子
ど
も
連
れ
の

家
族
が
多
く
見
ら
れ
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
で
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。

　
同
支
店
職
員
は
「
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
気
軽
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
地
元
密
着
の
支
店
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

山科南部

▲店内には子供連れのお客様も多く見られました

▲とっても甘いと大好評

　
９
月
15
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
大
阪
駅
ア

ト
リ
ウ
ム
広
場
で
行
わ
れ
た
「
み
の

り
み
の
る
マ
ル
シ
ェ
」
に
参
加
し
、

山
科
南
部
支
部
の
組
合
員
で
あ
る
勧

修
寺
観
光
農
園
で
作
ら
れ
た
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
大
勢
の
お
客
様
が
来
店
さ

れ
、
１
５
０
個
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
が
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
例
年

に
比
べ
甘
く
、
お
客
様
か
ら
「
と
っ

て
も
お
い
し
い
」
と
大
好
評
で
し
た
。

　
今
後
も
生
産
者
と
一
体
と
な
っ
て

地
元
の
農
産
物
を
積
極
的
に
P
R
し

て
い
き
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験

久我

積
載
車
を
導
入

営農経済部　
秋
の
農
繁
期
を
前
に
、
農
機
具
セ

ン
タ
ー
の
機
能
充
実
と
職
員
の
安
全

性
向
上
を
は
か
る
た
め
、
当
Ｊ
Ａ
と

し
て
は
初
め
て
の
ロ
ー
ダ
ー
付
積
載

車
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
大
型
農
機
具
の
搬
入
や
修
理
等
の

引
き
取
り
時
の
安
全
性
の
確
保
や
機

械
積
み
降
し
の
時
間
の
短
縮
に
大
き

く
寄
与
し
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス

展
開
に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
皆
様
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
対
応
を
心
掛
け
て
参
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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８
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
京
都
市
青
壮
年

部
設
立
50
周
年
記
念
式
典
が
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
歴
代
の
青
壮

年
部
長
を
招
く
な
ど
、
関
係
者
98
名

が
出
席
さ
れ
、
活
動
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
思
い
出
話
に
華
を
咲
か
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
渡
邉
幸
浩
青
壮
年
部
長

が
挨
拶
を
行
わ
れ
「
今
ま
で
の
諸
先

輩
方
の
功
績
及
び
活
動
に
敬
意
を

表
し
、
次
の
新
た
な
50
年
に
向
け
て

青
壮
年
部
の
益
々
の
発
展
、
京
都
の

農
業
・
日
本
の
農
業
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
力
強
く
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
10
月
12
日
、
久
我
支
店
管
内
に
あ

る
神
川
保
育
園
の
園
児
た
ち
は
、
久

我
土
ん
子
ク
ラ
ブ
の
指
導
の
下
、
サ

ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
行
わ
れ
、
約
１

４
０
名
の
園
児
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
上
旬
に
苗
を
定
植
し
、
園
児

た
ち
が
水
や
り
等
を
定
期
的
に
行
い

育
て
て
き
た
も
の
で
、
土
の
中
に
埋

ま
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
必
死
に
掘
り
起

こ
す
姿
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　
久
我
土
ん
子
ク
ラ
ブ
の
組
合
長
で

あ
る
樋
口
忠
夫
氏
は
「
こ
の
体
験
を

通
し
て
、
園
児
た
ち
に
農
業
へ
の
難

し
さ
や
楽
し
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

青
壮
年
部
設
立
50
周
年
記
念
式
典

35
人
の
女
性
が
競
い
合
う

▲挨拶される渡邉幸浩青壮年部長▲サツマイモを掘り起こす園児

▲新規に導入したローダー付積載車

　
８
月
29
日
、
女
性
部
親
睦
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
滋
賀
県
希

望
ヶ
丘
文
化
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
は
女
性
部
が
主
催
者
と
し
て
行
う

初
め
て
の
大
会
で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
に
も
参
加
を
募
ら
れ
、
35
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
照
り
つ
け
る
暑
さ
の
中
、
３
ホ
ー

ル
を
回
っ
た
後
は
、
汗
で
び
っ
し
ょ

り
。
参
加
者
は
「
暑
か
っ
た
け
ど
、

自
然
の
中
で
流
す
汗
は
気
持
ち
が
い

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
優
勝
、
準
優
勝
、
飛

び
賞
を
含
め
16
名
が
受
賞
さ
れ
、
２

チ
ー
ム
が
チ
ー
ム
賞
を
獲
得
さ
れ
ま

し
た
。

　
８
月
31
日
、
や
さ
い
の
日
に
ち
な

ん
で
嵯
峨
野
支
店
管
轄
の
嵯
峨･

嵯

峨
北
部･

太
秦･

花
園
の
４
支
部
合
同

の
野
菜
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
地
元
の
組
合
員
が
育

て
た
新
鮮
野
菜
や
水
尾
特
産
の
柚
子

で
作
ら
れ
た
ポ
ン
酢
な
ど
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
商
品
約
20
種
類
が
並

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
L
I
N
E
＠
」
で
即
売
会
の
情

報
を
発
信
し
た
こ
と
で
開
始
前
か
ら

約
50
名
も
の
お
客
様
の
列
が
で
き
ま

し
た
。
来
場
者
は
「
地
元
の
新
鮮
な

野
菜
が
た
く
さ
ん
買
え
て
う
れ
し

い
。
ま
た
開
催
し
て
欲
し
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
大
好
評

新
鮮
野
菜
を
地
元
の
人
へ

▲多くのお客様に来ていただきました

営農経済部女性部

青壮年部嵯峨野

　
８
月
25
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
35
名
が
参
加
さ
れ
、
料

理
教
室
を
行
い
、
ち
ゃ
ぐ
り
ん
８
月

号
掲
載
の
「
コ
ロ
コ
ロ
夏
野
菜
カ

レ
ー
」
と
「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ト
ラ
イ

ア
ル
」
を
調
理
さ
れ
ま
し
た
。

　
包
丁
を
初
め
て
握
る
子
に
教
え
る

上
級
生
な
ど
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
料

理
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
最
後

は
で
き
あ
が
っ
た
料
理
を
食
べ
「
お
い

し
い
！
」
「
苦
手
な
野
菜
も
全
部
食
べ

ら
れ
た
！
」
と
笑
顔
溢
れ
る
楽
し
い
会

と
な
り
ま
し
た
。

美
味
し
い
料
理
作
れ
た
よ
！

▲野菜はこう切るんだよ！

フレッシュミズ

▲よ～くボールを見て

誰
も
が
足
を
運
べ
る
支
店
へ

　
８
月
23
日
か
ら
の
５
日
間
、
山
科

南
部
支
店
は
く
ら
し
の
活
動
の
一
環

と
し
て
「
山
科
南
部
支
店
夏
祭
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
支
店
初
め
て
の
試
み

で
、
支
店
に
来
店
し
て
も
ら
い
、
地

域
住
民
や
組
合
員
家
族
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
子
ど
も
連
れ
の

家
族
が
多
く
見
ら
れ
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
で
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。

　
同
支
店
職
員
は
「
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
気
軽
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
地
元
密
着
の
支
店
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

山科南部

▲店内には子供連れのお客様も多く見られました

▲とっても甘いと大好評

　
９
月
15
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
大
阪
駅
ア

ト
リ
ウ
ム
広
場
で
行
わ
れ
た
「
み
の

り
み
の
る
マ
ル
シ
ェ
」
に
参
加
し
、

山
科
南
部
支
部
の
組
合
員
で
あ
る
勧

修
寺
観
光
農
園
で
作
ら
れ
た
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
大
勢
の
お
客
様
が
来
店
さ

れ
、
１
５
０
個
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
が
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
例
年

に
比
べ
甘
く
、
お
客
様
か
ら
「
と
っ

て
も
お
い
し
い
」
と
大
好
評
で
し
た
。

　
今
後
も
生
産
者
と
一
体
と
な
っ
て

地
元
の
農
産
物
を
積
極
的
に
P
R
し

て
い
き
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験

久我

積
載
車
を
導
入

営農経済部　
秋
の
農
繁
期
を
前
に
、
農
機
具
セ

ン
タ
ー
の
機
能
充
実
と
職
員
の
安
全

性
向
上
を
は
か
る
た
め
、
当
Ｊ
Ａ
と

し
て
は
初
め
て
の
ロ
ー
ダ
ー
付
積
載

車
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
大
型
農
機
具
の
搬
入
や
修
理
等
の

引
き
取
り
時
の
安
全
性
の
確
保
や
機

械
積
み
降
し
の
時
間
の
短
縮
に
大
き

く
寄
与
し
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス

展
開
に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
皆
様
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
対
応
を
心
掛
け
て
参
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

の かわら版
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い っ ぷ く

フ
ジ
バ
カ
マ
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

　
９
月
29
日
か
ら
10
月
７
日
に
か
け

て
水
尾
地
域
で
フ
ジ
バ
カ
マ
の
鑑
賞

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
柚
子

栽
培
発
祥
の
地
、
水
尾
の
新
た
な
魅

力
作
り
の
た
め
に
始
め
ら
れ
、
フ
ジ

バ
カ
マ
の
香
り
に
群
が
る
渡
り
蝶
ア

サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
飛
び
交
う
光
景
を
楽

し
み
に
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
鑑
賞
会
の
ほ
か
に
も
水

尾
特
産
の
塩
・
ポ
ン
酢
・
マ
ー
マ

レ
ー
ド
な
ど
柚
子
加
工
品
の
販
売
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
は
「
今
年
は
台
風
な
ど

の
豪
雨
や
強
風
で
成
育
が
心
配
だ
っ

た
が
無
事
き
れ
い
に
花
が
咲
き
、
多

方
面
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪

れ
、
大
変
盛
況
で
あ
っ
た
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

九
条
ね
ぎ
視
察
研
修
会

上鳥羽嵯峨北部

▲フジバカマに群がるアサギマダラ ▲研修に参加する生産者と職員

　
10
月
４
日
、
上
鳥
羽
支
店
は
Ｊ
Ａ

愛
知
北
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
組

合
員
に
よ
る
九
条
ね
ぎ
視
察
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
愛
知
北
は
伝
統
野
菜
「
越
津

ネ
ギ
」
を
栽
培
し
て
お
り
、
京
野
菜

「
九
条
ね
ぎ
」
の
栽
培
方
法
に
つ
い

て
学
ぶ
た
め
職
員
と
組
合
員
10
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
九
条
ね
ぎ
を
生
産
す
る
組

合
員
か
ら
の
研
修
が
あ
り
、
そ
の

後
、
ほ
場
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
際
の
栽
培
現
場
を
熱
心
に
視

察
し
た
参
加
者
は
「
ブ
ラ
ン
ド
化
に

お
け
る
販
売
戦
略
を
今
後
の
経
営
に

活
か
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
13
日
、
大
宮
支
部
女
性
部
は

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
京
都

「
茶
寮
」
で
料
理
教
室
を
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
日
本
庭
園
の
中
に
造
ら
れ
た
茶
寮

は
京
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
が
あ

り
、
静
か
な
和
の
空
間
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
は
度
重
な
る
自
然
災
害

が
あ
り
、
皆
さ
ん
お
忙
し
い
中
で
の

参
加
で
し
た
が
、
お
品
書
き
を
見
な

が
ら
料
理
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
た

り
、
和
食
マ
ナ
ー
の
確
認
を
さ
れ
た

り
と
会
話
も
弾
み
束
の
間
の
休
息
を

満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
28
日
、
朱
雀
野
支
部
は
京
都

市
立
仁
和
小
学
校
の
５
年
生
60
名

に
、
聖
護
院
だ
い
こ
ん
と
長
大
根
の

種
ま
き
授
業
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
同
支
部
石
井
政
伸
青

壮
年
部
長
ら
の
指
導
の
も
と
、
種
ま

き
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
質
問

タ
イ
ム
で
は
「
な
ぜ
中
抜
き
作
業
が

必
要
な
の
で
す
か
」
畑
に
植
え
ら
れ

て
い
る
ズ
イ
キ
を
指
差
し
て
「
あ
れ

は
何
で
す
か
」
な
ど
質
問
が
あ
り
、

佐
伯
昌
和
支
部
長
が
児
童
に
も
わ
か

り
や
す
く
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
児
童
は
中
抜
き
作
業
と
追

肥
、
収
穫
と
試
食
を
行
い
、
二
種
類
の

大
根
の
違
い
を
学
ば
れ
ま
す
。

束
の
間
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

大
き
く
な
ぁ
れ
！

▲どんな食べ物なんだろう？▲一粒一粒丁寧に！

朱雀野 大宮

　
９
月
13
日
、
上
鳥
羽
支
部
女
性
部

は
同
支
店
で
生
活
教
室
と
し
て
押
し

花
入
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
作
り
を
行
わ
れ

ま
し
た
。
家
の
光
協
会
か
ら
講
師
を

招
き
、
部
員
10
名
が
参
加
さ
れ
、
一

人
２
本
ず
つ
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
製
作
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
台
風
21
号
の
直
後
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
後
の
茶
話
会
で
は
、
日

頃
の
防
災
に
つ
い
て
の
話
が
弾
み

「
次
回
の
活
動
は
防
災
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
作
り
を
し
た
い
」
と
い
う
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
生
活
教
室
を
通
し
て

親
交
を
深
め
ら
れ
、
皆
で
情
報
を
共

有
す
る
貴
重
な
会
と
な
り
ま
し
た
。▲講師の話を聴講される参加者

生
活
教
室
で
情
報
共
有
図
る

上鳥羽 　
９
月
12
日
、
西
京
極
支
部
女
性
部

は
生
活
教
室
と
し
て
ア
ー
ト
リ
ー
ス

教
室
を
開
か
れ
、
部
員
10
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
百
貨
店
の
装
飾
な
ど
に
携

わ
る
装
飾
家
を
講
師
と
し
て
招
き
、

本
格
的
な
ア
ー
ト
リ
ー
ス
作
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
和
紙

や
木
の
実
、
ド
ラ
イ
オ
レ
ン
ジ
を
切

手
ほ
ど
の
大
き
さ
に
切
り
、
専
用
の

リ
ー
ス
型
枠
へ
配
置
し
、
樹
脂
を
型

枠
に
流
し
込
ん
で
固
め
る
作
業
に
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
お
洒
落
で
本
格
的
な

リ
ー
ス
が
出
来
て
う
れ
し
い
」
と
大

満
足
の
様
子
で
し
た
。

ア
ー
ト
リ
ー
ス
教
室

▲本格的なアートリースに挑戦

西京極
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フ
ジ
バ
カ
マ
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

　
９
月
29
日
か
ら
10
月
７
日
に
か
け

て
水
尾
地
域
で
フ
ジ
バ
カ
マ
の
鑑
賞

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
柚
子

栽
培
発
祥
の
地
、
水
尾
の
新
た
な
魅

力
作
り
の
た
め
に
始
め
ら
れ
、
フ
ジ

バ
カ
マ
の
香
り
に
群
が
る
渡
り
蝶
ア

サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
飛
び
交
う
光
景
を
楽

し
み
に
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
鑑
賞
会
の
ほ
か
に
も
水

尾
特
産
の
塩
・
ポ
ン
酢
・
マ
ー
マ

レ
ー
ド
な
ど
柚
子
加
工
品
の
販
売
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
は
「
今
年
は
台
風
な
ど

の
豪
雨
や
強
風
で
成
育
が
心
配
だ
っ

た
が
無
事
き
れ
い
に
花
が
咲
き
、
多

方
面
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪

れ
、
大
変
盛
況
で
あ
っ
た
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

九
条
ね
ぎ
視
察
研
修
会

上鳥羽嵯峨北部

▲フジバカマに群がるアサギマダラ ▲研修に参加する生産者と職員

　
10
月
４
日
、
上
鳥
羽
支
店
は
Ｊ
Ａ

愛
知
北
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
組

合
員
に
よ
る
九
条
ね
ぎ
視
察
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
愛
知
北
は
伝
統
野
菜
「
越
津

ネ
ギ
」
を
栽
培
し
て
お
り
、
京
野
菜

「
九
条
ね
ぎ
」
の
栽
培
方
法
に
つ
い

て
学
ぶ
た
め
職
員
と
組
合
員
10
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
九
条
ね
ぎ
を
生
産
す
る
組

合
員
か
ら
の
研
修
が
あ
り
、
そ
の

後
、
ほ
場
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
際
の
栽
培
現
場
を
熱
心
に
視

察
し
た
参
加
者
は
「
ブ
ラ
ン
ド
化
に

お
け
る
販
売
戦
略
を
今
後
の
経
営
に

活
か
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
13
日
、
大
宮
支
部
女
性
部
は

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
京
都

「
茶
寮
」
で
料
理
教
室
を
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
日
本
庭
園
の
中
に
造
ら
れ
た
茶
寮

は
京
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
が
あ

り
、
静
か
な
和
の
空
間
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
は
度
重
な
る
自
然
災
害

が
あ
り
、
皆
さ
ん
お
忙
し
い
中
で
の

参
加
で
し
た
が
、
お
品
書
き
を
見
な

が
ら
料
理
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
た

り
、
和
食
マ
ナ
ー
の
確
認
を
さ
れ
た

り
と
会
話
も
弾
み
束
の
間
の
休
息
を

満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
28
日
、
朱
雀
野
支
部
は
京
都

市
立
仁
和
小
学
校
の
５
年
生
60
名

に
、
聖
護
院
だ
い
こ
ん
と
長
大
根
の

種
ま
き
授
業
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
同
支
部
石
井
政
伸
青

壮
年
部
長
ら
の
指
導
の
も
と
、
種
ま

き
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
質
問

タ
イ
ム
で
は
「
な
ぜ
中
抜
き
作
業
が

必
要
な
の
で
す
か
」
畑
に
植
え
ら
れ

て
い
る
ズ
イ
キ
を
指
差
し
て
「
あ
れ

は
何
で
す
か
」
な
ど
質
問
が
あ
り
、

佐
伯
昌
和
支
部
長
が
児
童
に
も
わ
か

り
や
す
く
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
児
童
は
中
抜
き
作
業
と
追

肥
、
収
穫
と
試
食
を
行
い
、
二
種
類
の

大
根
の
違
い
を
学
ば
れ
ま
す
。

束
の
間
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

大
き
く
な
ぁ
れ
！

▲どんな食べ物なんだろう？▲一粒一粒丁寧に！

朱雀野 大宮

　
９
月
13
日
、
上
鳥
羽
支
部
女
性
部

は
同
支
店
で
生
活
教
室
と
し
て
押
し

花
入
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
作
り
を
行
わ
れ

ま
し
た
。
家
の
光
協
会
か
ら
講
師
を

招
き
、
部
員
10
名
が
参
加
さ
れ
、
一

人
２
本
ず
つ
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
製
作
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
台
風
21
号
の
直
後
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
後
の
茶
話
会
で
は
、
日

頃
の
防
災
に
つ
い
て
の
話
が
弾
み

「
次
回
の
活
動
は
防
災
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
作
り
を
し
た
い
」
と
い
う
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
生
活
教
室
を
通
し
て

親
交
を
深
め
ら
れ
、
皆
で
情
報
を
共

有
す
る
貴
重
な
会
と
な
り
ま
し
た
。▲講師の話を聴講される参加者

生
活
教
室
で
情
報
共
有
図
る

上鳥羽 　
９
月
12
日
、
西
京
極
支
部
女
性
部

は
生
活
教
室
と
し
て
ア
ー
ト
リ
ー
ス

教
室
を
開
か
れ
、
部
員
10
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
百
貨
店
の
装
飾
な
ど
に
携

わ
る
装
飾
家
を
講
師
と
し
て
招
き
、

本
格
的
な
ア
ー
ト
リ
ー
ス
作
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
和
紙

や
木
の
実
、
ド
ラ
イ
オ
レ
ン
ジ
を
切

手
ほ
ど
の
大
き
さ
に
切
り
、
専
用
の

リ
ー
ス
型
枠
へ
配
置
し
、
樹
脂
を
型

枠
に
流
し
込
ん
で
固
め
る
作
業
に
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
お
洒
落
で
本
格
的
な

リ
ー
ス
が
出
来
て
う
れ
し
い
」
と
大

満
足
の
様
子
で
し
た
。

ア
ー
ト
リ
ー
ス
教
室

▲本格的なアートリースに挑戦

西京極

の かわら版

コイン精米機について（100円専用機）

〇利用料：10kg あたり100円

　　　　　つり銭は出ないのでご注意下さい

○精米機営業日：毎日（年末年始を除く）

○営業時間：８時～ 21時

※ぬかは無料でお持帰りいただけます

※もみ殻付きはご利用できません

　日頃は当JAをご利用いただき誠に有難うございます。

　地域の方々により貢献できるJAとして、上賀茂支店・上鳥羽支店・大枝支店に

コイン精米機を設置しました。

　皆様のご利用をお待ちしております。

※既に設置している店舗の営業時間も10月１日（月）より８時～21時に変更となりましたのでご注意下さい。

上賀茂支店

住所：京都市北区上賀茂向縄手町 66

TEL：（０７５）７９１－７８７２

大枝支店

住所：京都市西京区大枝塚原町４－29

TEL：（０７５）３３１－２６２６

上鳥羽支店

住所：京都市南区上鳥羽城ヶ前町 22

TEL：（０７５）６８１－７２７１

13 2018 年 11 月 vol .250



信用部営業課書記
(嵯峨野支店書記)

近藤　麻琴

山科北部支店書記
(山科南部支店書記）

中村　祐介

人事異動のお知らせ （　）は前役職

平成３０年６月以降に実施した人事異動をお知らせいたします。　
今後とも一層のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
なお、８月１日より総務部コンプライアンス課と融資部審査課を所管する総務部リスク
管理課を新設致しましたのでご報告いたします。

（総務部総務課）

融資部融資課課長
（松尾支店次長）

沖　　洋子

松尾支店次長
（大宮支店次長）

德田　史恵

総務部リスク管理課課長
(融資部審査課長)

早藤　美嘉

川岡支店係長
（総務部付嵯峨野支店駐在係長）

山内　浩嗣

営農経済部営農経済課係長
（上鳥羽支店係長）

吉村　英子

総務部付嵯峨野支店駐在係長
（上賀茂支店係長）

猪飼　征友

信用部営業課係長
（共済部共済課係長）

谷口　真美

営農経済部農機具センター係長
（信用部営業課係長）

白谷　佳子

営農経済部営農経済課主任
（営農経済部農機具センター主任）

上原　里抄

上賀茂支店主任
（川岡支店主任）

加地　正卓

大宮支店主任
(吉祥院支店主任)

津﨑　彩香

総務部部長
(監査室室長）

竹中　　勝

平成30年
6月28日付

信用部資金課課長
（監査室監査課課長）

木倉　幸子

平成30年
8月1日付

平成30年
8月1日付

共済部共済課書記
（川岡支店書記）

布元　啓貴

平成30年
9月10日付

全農より出向、営農経済部営農経済課
（全農より出向、営農経済部くらしの活動推進課）

伴　麻衣子

参与
（中央会より出向、参事待遇）

沼田　敏宏

平成30年
10月1日付

共済部共済課主任
（信用部営業課主任）

尾﨑　祐望

平成30年
7月1日付

融資部融資課書記
（山科北部支店書記）

辻本　和央

上鳥羽支店係長
(総務部付)

永田　有香

平成30年
8月30日付

平成30年
6月1日付

い っ ぷ く

■食事条件 ： 朝2回・昼3回・夕2回　■利用予定ホテル ： 「城山ホテル鹿児島」／「指宿白水館離宮」 ■利用交通機関 ： === バス　ーー 航空機　vvvv 船　■利用予定交通機関：航空機（ＡＮＡまた
は同等クラス）、貸切バス（送迎 ： ヤサカ観光バス、現地 ：南国交通バスまたは同等クラス）　※集合・解散地（および時刻）は最終書面にてご案内します。
■食事条件 ： 朝2回・昼3回・夕2回　■利用予定ホテル ： 「城山ホテル鹿児島」／「指宿白水館離宮」 ■利用交通機関 ： === バス　ーー 航空機　vvvv 船　■利用予定交通機関：航空機（ＡＮＡまた
は同等クラス）、貸切バス（送迎 ： ヤサカ観光バス、現地 ：南国交通バスまたは同等クラス）　※集合・解散地（および時刻）は最終書面にてご案内します。

スケジュールスケジュール
日次 食事行    程　表

3 白水館離宮 ＝＝ 鹿児島港 vvv クルージング vvv 鹿児島港 ＝＝ 維新ふるさと館 ＝＝ 鹿児島経済連直営 華蓮 ＝＝ 照国神社 ＝＝ 鹿児島空港 ーー 伊丹空港 ＝＝ 京都駅
8:20発

幕末の薩摩の歴史を感じる 鹿児島豚のせいろ蒸し 島津斉彬を祀る 19.8m大鳥居 ANA

16：45発 17：55着  19：35頃着
昼朝 ×

※天候・交通事情またはその他の理由により変更になることもございますので予めご了承ください。※天候・交通事情またはその他の理由により変更になることもございますので予めご了承ください。

2 昼 夕朝城山ホテル鹿児島 ＝＝ 仙巌園・尚古集成館 ＝＝ 黒酢レストラン「黒酢の郷　桷志田」 ＝＝ 桜島港 vvv 鹿児島港 ＝＝ 旅の駅魔猿城 ＝＝ 白水館離宮
9:00発

世界遺産へ登録・せごどんロケ地 黒酢の壷畑と黒酢を使用した洋食料理 　かるかん工場見学・買物　フェリー   

16:15頃 

宿泊

１ × 昼 夕京都駅 ＝＝ 伊丹空港 ーー 鹿児島空港 ＝＝ 霧島ファクトリーガーデン ＝＝ 霧島高原まほろばの里 ＝＝ 城山ホテル鹿児島
　　ANA  焼酎の工場見学・酒造ならではの創作料理 ろくろ体験！  

9:45発 7：30 10：55着 17：30頃

宿泊

申込金 30,000円30,000円30,000円30,000円（旅行代金に充当します）（旅行代金に充当します）
募集
人員 40名様（最少催行人員25名様）40名様（最少催行人員25名様）40名様（最少催行人員25名様）40名様（最少催行人員25名様）※定員になり次第締め切らせて　いただきます。

※定員になり次第締め切らせて
　いただきます。

添乗員 同行いたします。同行いたします。同行いたします。同行いたします。

旅行
実施日

平成31年平成31年平成31年平成31年

2月13（水）～15日（金）2月13（水）～15日（金）2月13（水）～15日（金）2月13（水）～15日（金） 旅行
代金 140,000円

大人お１人様（2名１室利用）大人お１人様（2名１室利用）大人お１人様（2名１室利用）大人お１人様（2名１室利用）

※基本２名１室でのご利用となります。
　その他お部屋人数希望の場合は、
　お問い合わせください。

※基本２名１室でのご利用となります。
　その他お部屋人数希望の場合は、
　お問い合わせください。

仙巌園仙巌園
島津光久の別邸。錦江湾を池、桜島を築山として築庭。自然と
人工とが調和した借景式庭園。隣りには、島津家800年の歴
史を学ぶことができる尚古集成館があります。

島津光久の別邸。錦江湾を池、桜島を築山として築庭。自然と
人工とが調和した借景式庭園。隣りには、島津家800年の歴
史を学ぶことができる尚古集成館があります。

照国神社照国神社
鹿児島市の総氏神さま。島津斉彬公を祀る照国神社。高さ
19.8ｍの大鳥居が目印の鹿児島県で最大の神社です。境内に
は斉彬公の資料館があり、過去の偉業や人生までも学べます。

鹿児島市の総氏神さま。島津斉彬公を祀る照国神社。高さ
19.8ｍの大鳥居が目印の鹿児島県で最大の神社です。境内に
は斉彬公の資料館があり、過去の偉業や人生までも学べます。

霧島ファクトリーガーデン霧島ファクトリーガーデン
霧島酒造の発信基地として広くみなさま方に開放し、楽しんで
いただく施設です。敷地内には、本格焼酎とクラフトビールの
醸造施設をはじめ、レストラン施設などさまざまな施設を展開
しています。地ビールの試飲や黒霧島で有名な酒蔵を満喫！

霧島酒造の発信基地として広くみなさま方に開放し、楽しんで
いただく施設です。敷地内には、本格焼酎とクラフトビールの
醸造施設をはじめ、レストラン施設などさまざまな施設を展開
しています。地ビールの試飲や黒霧島で有名な酒蔵を満喫！

まほろばの里まほろばの里
霧島高原 まほろばの里は緑豊かな環境を生かした、幼児から
若者・お年寄りまで楽しめる、レジャーパークです。陶芸家が使
用するロクロを使い器づくりを体験頂けます！

霧島高原 まほろばの里は緑豊かな環境を生かした、幼児から
若者・お年寄りまで楽しめる、レジャーパークです。陶芸家が使
用するロクロを使い器づくりを体験頂けます！

錦江湾クルーズ錦江湾クルーズ
波穏やかな錦江湾を舞台に人と海の素敵な物語。桜島、錦江
湾の観光ガイド付きの、快適な遊覧クルージングです。錦江湾
の海の上から桜島を堪能。

波穏やかな錦江湾を舞台に人と海の素敵な物語。桜島、錦江
湾の観光ガイド付きの、快適な遊覧クルージングです。錦江湾
の海の上から桜島を堪能。

２日目 昼食 
黒酢レストラン桷志田
２日目 昼食 
黒酢レストラン桷志田

日本初の黒酢レストラン 全てに黒酢を使用したお料理です。
壷畑や自然を眺めながら、ゆっくり食事をお楽しみください。
日本初の黒酢レストラン 全てに黒酢を使用したお料理です。
壷畑や自然を眺めながら、ゆっくり食事をお楽しみください。

旅のポイント

2日目
宿泊
旅館

指宿白水館 離宮指宿白水館 離宮
全室から海を望める雅な空間。松の緑と青い海に囲ま
れた自然の中、日本伝統の佇まいでお迎えいたします。
全室から海を望める雅な空間。松の緑と青い海に囲ま
れた自然の中、日本伝統の佇まいでお迎えいたします。

１日目
宿泊
旅館

城山ホテル鹿児島城山ホテル鹿児島
桜島を一望でき、鹿児島の中心に位置した絶好の
ロケーション。朝食の美味しいホテルランキング
5年連続九州第1位の味をお楽しみください。

桜島を一望でき、鹿児島の中心に位置した絶好の
ロケーション。朝食の美味しいホテルランキング
5年連続九州第1位の味をお楽しみください。

写真は全てイメージ

写真は全てイメージ

せごどん ゆかりの地
人気の老舗高級旅館に泊まる！人気の老舗高級旅館に泊まる！

周遊
3日間の旅

JA京都市 企画旅行

ご一緒にいい旅しませんか？

ずっと思い出に残る旅をぜひこの機会に…
皆様のご参加を心よりお待ちしております。

詳しくは、
最寄りの窓口まで
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信用部営業課書記
(嵯峨野支店書記)

近藤　麻琴

山科北部支店書記
(山科南部支店書記）

中村　祐介

人事異動のお知らせ （　）は前役職

平成３０年６月以降に実施した人事異動をお知らせいたします。　
今後とも一層のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
なお、８月１日より総務部コンプライアンス課と融資部審査課を所管する総務部リスク
管理課を新設致しましたのでご報告いたします。

（総務部総務課）

融資部融資課課長
（松尾支店次長）

沖　　洋子

松尾支店次長
（大宮支店次長）

德田　史恵

総務部リスク管理課課長
(融資部審査課長)

早藤　美嘉

川岡支店係長
（総務部付嵯峨野支店駐在係長）

山内　浩嗣

営農経済部営農経済課係長
（上鳥羽支店係長）

吉村　英子

総務部付嵯峨野支店駐在係長
（上賀茂支店係長）

猪飼　征友

信用部営業課係長
（共済部共済課係長）

谷口　真美

営農経済部農機具センター係長
（信用部営業課係長）

白谷　佳子

営農経済部営農経済課主任
（営農経済部農機具センター主任）

上原　里抄

上賀茂支店主任
（川岡支店主任）

加地　正卓

大宮支店主任
(吉祥院支店主任)

津﨑　彩香

総務部部長
(監査室室長）

竹中　　勝

平成30年
6月28日付

信用部資金課課長
（監査室監査課課長）

木倉　幸子

平成30年
8月1日付

平成30年
8月1日付

共済部共済課書記
（川岡支店書記）

布元　啓貴

平成30年
9月10日付

全農より出向、営農経済部営農経済課
（全農より出向、営農経済部くらしの活動推進課）

伴　麻衣子

参与
（中央会より出向、参事待遇）

沼田　敏宏

平成30年
10月1日付

共済部共済課主任
（信用部営業課主任）

尾﨑　祐望

平成30年
7月1日付

融資部融資課書記
（山科北部支店書記）

辻本　和央

上鳥羽支店係長
(総務部付)

永田　有香

平成30年
8月30日付

平成30年
6月1日付

■食事条件 ： 朝2回・昼3回・夕2回　■利用予定ホテル ： 「城山ホテル鹿児島」／「指宿白水館離宮」 ■利用交通機関 ： === バス　ーー 航空機　vvvv 船　■利用予定交通機関：航空機（ＡＮＡまた
は同等クラス）、貸切バス（送迎 ： ヤサカ観光バス、現地 ：南国交通バスまたは同等クラス）　※集合・解散地（および時刻）は最終書面にてご案内します。
■食事条件 ： 朝2回・昼3回・夕2回　■利用予定ホテル ： 「城山ホテル鹿児島」／「指宿白水館離宮」 ■利用交通機関 ： === バス　ーー 航空機　vvvv 船　■利用予定交通機関：航空機（ＡＮＡまた
は同等クラス）、貸切バス（送迎 ： ヤサカ観光バス、現地 ：南国交通バスまたは同等クラス）　※集合・解散地（および時刻）は最終書面にてご案内します。

スケジュールスケジュール
日次 食事行    程　表

3 白水館離宮 ＝＝ 鹿児島港 vvv クルージング vvv 鹿児島港 ＝＝ 維新ふるさと館 ＝＝ 鹿児島経済連直営 華蓮 ＝＝ 照国神社 ＝＝ 鹿児島空港 ーー 伊丹空港 ＝＝ 京都駅
8:20発

幕末の薩摩の歴史を感じる 鹿児島豚のせいろ蒸し 島津斉彬を祀る 19.8m大鳥居 ANA

16：45発 17：55着  19：35頃着
昼朝 ×

※天候・交通事情またはその他の理由により変更になることもございますので予めご了承ください。※天候・交通事情またはその他の理由により変更になることもございますので予めご了承ください。

2 昼 夕朝城山ホテル鹿児島 ＝＝ 仙巌園・尚古集成館 ＝＝ 黒酢レストラン「黒酢の郷　桷志田」 ＝＝ 桜島港 vvv 鹿児島港 ＝＝ 旅の駅魔猿城 ＝＝ 白水館離宮
9:00発

世界遺産へ登録・せごどんロケ地 黒酢の壷畑と黒酢を使用した洋食料理 　かるかん工場見学・買物　フェリー   

16:15頃 

宿泊

１ × 昼 夕京都駅 ＝＝ 伊丹空港 ーー 鹿児島空港 ＝＝ 霧島ファクトリーガーデン ＝＝ 霧島高原まほろばの里 ＝＝ 城山ホテル鹿児島
　　ANA  焼酎の工場見学・酒造ならではの創作料理 ろくろ体験！  

9:45発 7：30 10：55着 17：30頃

宿泊

申込金 30,000円30,000円30,000円30,000円（旅行代金に充当します）（旅行代金に充当します）
募集
人員 40名様（最少催行人員25名様）40名様（最少催行人員25名様）40名様（最少催行人員25名様）40名様（最少催行人員25名様）※定員になり次第締め切らせて　いただきます。

※定員になり次第締め切らせて
　いただきます。

添乗員 同行いたします。同行いたします。同行いたします。同行いたします。

旅行
実施日

平成31年平成31年平成31年平成31年

2月13（水）～15日（金）2月13（水）～15日（金）2月13（水）～15日（金）2月13（水）～15日（金） 旅行
代金 140,000円

大人お１人様（2名１室利用）大人お１人様（2名１室利用）大人お１人様（2名１室利用）大人お１人様（2名１室利用）

※基本２名１室でのご利用となります。
　その他お部屋人数希望の場合は、
　お問い合わせください。

※基本２名１室でのご利用となります。
　その他お部屋人数希望の場合は、
　お問い合わせください。

仙巌園仙巌園
島津光久の別邸。錦江湾を池、桜島を築山として築庭。自然と
人工とが調和した借景式庭園。隣りには、島津家800年の歴
史を学ぶことができる尚古集成館があります。

島津光久の別邸。錦江湾を池、桜島を築山として築庭。自然と
人工とが調和した借景式庭園。隣りには、島津家800年の歴
史を学ぶことができる尚古集成館があります。

照国神社照国神社
鹿児島市の総氏神さま。島津斉彬公を祀る照国神社。高さ
19.8ｍの大鳥居が目印の鹿児島県で最大の神社です。境内に
は斉彬公の資料館があり、過去の偉業や人生までも学べます。

鹿児島市の総氏神さま。島津斉彬公を祀る照国神社。高さ
19.8ｍの大鳥居が目印の鹿児島県で最大の神社です。境内に
は斉彬公の資料館があり、過去の偉業や人生までも学べます。

霧島ファクトリーガーデン霧島ファクトリーガーデン
霧島酒造の発信基地として広くみなさま方に開放し、楽しんで
いただく施設です。敷地内には、本格焼酎とクラフトビールの
醸造施設をはじめ、レストラン施設などさまざまな施設を展開
しています。地ビールの試飲や黒霧島で有名な酒蔵を満喫！

霧島酒造の発信基地として広くみなさま方に開放し、楽しんで
いただく施設です。敷地内には、本格焼酎とクラフトビールの
醸造施設をはじめ、レストラン施設などさまざまな施設を展開
しています。地ビールの試飲や黒霧島で有名な酒蔵を満喫！

まほろばの里まほろばの里
霧島高原 まほろばの里は緑豊かな環境を生かした、幼児から
若者・お年寄りまで楽しめる、レジャーパークです。陶芸家が使
用するロクロを使い器づくりを体験頂けます！

霧島高原 まほろばの里は緑豊かな環境を生かした、幼児から
若者・お年寄りまで楽しめる、レジャーパークです。陶芸家が使
用するロクロを使い器づくりを体験頂けます！

錦江湾クルーズ錦江湾クルーズ
波穏やかな錦江湾を舞台に人と海の素敵な物語。桜島、錦江
湾の観光ガイド付きの、快適な遊覧クルージングです。錦江湾
の海の上から桜島を堪能。

波穏やかな錦江湾を舞台に人と海の素敵な物語。桜島、錦江
湾の観光ガイド付きの、快適な遊覧クルージングです。錦江湾
の海の上から桜島を堪能。

２日目 昼食 
黒酢レストラン桷志田
２日目 昼食 
黒酢レストラン桷志田

日本初の黒酢レストラン 全てに黒酢を使用したお料理です。
壷畑や自然を眺めながら、ゆっくり食事をお楽しみください。
日本初の黒酢レストラン 全てに黒酢を使用したお料理です。
壷畑や自然を眺めながら、ゆっくり食事をお楽しみください。

旅のポイント

2日目
宿泊
旅館

指宿白水館 離宮指宿白水館 離宮
全室から海を望める雅な空間。松の緑と青い海に囲ま
れた自然の中、日本伝統の佇まいでお迎えいたします。
全室から海を望める雅な空間。松の緑と青い海に囲ま
れた自然の中、日本伝統の佇まいでお迎えいたします。

１日目
宿泊
旅館

城山ホテル鹿児島城山ホテル鹿児島
桜島を一望でき、鹿児島の中心に位置した絶好の
ロケーション。朝食の美味しいホテルランキング
5年連続九州第1位の味をお楽しみください。

桜島を一望でき、鹿児島の中心に位置した絶好の
ロケーション。朝食の美味しいホテルランキング
5年連続九州第1位の味をお楽しみください。

写真は全てイメージ

写真は全てイメージ

せごどん ゆかりの地
人気の老舗高級旅館に泊まる！人気の老舗高級旅館に泊まる！

周遊
3日間の旅

JA京都市 企画旅行

ご一緒にいい旅しませんか？

ずっと思い出に残る旅をぜひこの機会に…
皆様のご参加を心よりお待ちしております。

詳しくは、
最寄りの窓口まで
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い っ ぷ く

この資料は概要を説明したものです。
詳細につきましては、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」お
よび「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

　　　 詳しくはＪＡ京都市の各窓口 
　　　 までお問い合わせください。 

藤　井藤　井

営農経済部からのお知らせ

営農経済課　TAC

藤井　拓也
　今回は散布後に残った散布用希釈液の処分方法に
ついて紹介します。

おすすめ

●紙バックシーリングテープ
　９ｍｍ × ５０ｍ（１巻）
　色 （赤・緑）  　税込１５０円

●バックシーラー機
　　　　　　 税込２，４００円

紙バックシーリングテープ

共済部からのお知らせ

信用部からのお知らせ

開封
しやすい

　農薬を散布し残った散布用希釈液やタンク等の洗浄水はどのように処理していますか？
　排水路や河川、下水道に捨てるのは環境汚染にも繋がる恐れがありますので絶対にやめま
しょう。
　希釈液や洗浄水の処理について農薬工業会が作成した「使用残農薬の管理と処分に関するガイ
ドライン」には、以下のように記載されています。

・農薬は計画的に購入し、余らせて廃棄することのないようにすべて使い切る。
・余った希釈液は他の容器に移し替えず、散布むらの調整に利用するなどして必ず使い切る。
・散布器具等の洗浄水は、ほ場内で処理をする。

　農薬の散布は必要な量だけを秤量して散布量を調整することが大切ですが、やむを得ず残る場
合もあります。このような時は、農薬を散布したほ場に散水するなどして適切に処理し、排水路や
河川等に直接排水することはやめましょう。
　また、廃棄する資格がある産業廃棄物業者に処理を委託するなどの方法もあります。

・ ・

20182018 キャンペーン期間

新規お預け入れ（1口あたり）
10万円以上。

平成30年
1111 11
（木）（木）

1212 2828
（金）（金）ウウ タタ キキ ンンャャ ーーンンペペンンィィ ーー

（1年もの、自動継続、個人に限る）スーパー定期貯金スーパー定期貯金スーパー定期貯金
対象商品対象商品

※お預け入れは自動継続に限らせていただきます。※特別金利は当初の約定期間のみで、継続後は店頭表示金利となります。※お利息に20.315％（国税15.315％・地方税5％）の分離課税がかかります。※満期日前にご解約された場合は、JA所定の中途解約利率を適用
いたします。※貯金保険制度の付保対象貯金です。1JAごとに貯金者1人当たり元本1,000万円までとその利息が保護の対象となります。（決済用貯金以外の複数の貯金口座がある場合には、それらの貯金元本を合計して1,000万円までとその利息が保護されます。）
※ATMでの取扱いは対象外とさせていただきます。※新規組合員加入資格は、JA京都市管内にお住まいの方、もしくは勤務先がある方で、JA京都市の事業を継続してご利用いただける方です。また、出資が必要となります。※出資は1口300円で、口数は5,000口までです。

0.06％税引き後年0.047％

年
期間
1年

0.18％税引き後年0.143％

年
期間
1年

0.15％税引き後年0.119％

年期間
1年

● 新規資金をお預け入れされる方
● 対象期間内に満期到来した定期貯金を10％以上もしくは、20万円以上増額しての書替継続をされる方
● 年金受給または給与振込口座指定者で対象期間内に満期到来した定期貯金に10万円以上増額しての書替継続をされる方

● 組合員（同居の家族も含む）の方で、新規資金のお預け入れまたは10％以上増額で書替継続をされる方

組合員または新たに加入していただける下記のいずれかの方
（同居の家族を含む）

当ＪＡで年金受給を指定、または当ＪＡに変更していただける方、
満55歳以上で当ＪＡに年金受給を予約された方

給与振込口座を当ＪＡに指定されている方、
または生計を一にする同居の家族

組合員外の下記のいずれかの方

● 新規資金をお預け入れされる方
● 対象期間内に満期到来した定期貯金を10％以上増額しての書替継続を
   される方

※組合員以外の方は年0.06％（税引き後年0.047％）となります。

グリーンクラブ
定期貯金

11 22

33 44

0.18％税引き後年0.143％

年
期間
1年

● 組合員（同居の家族も含む）の方で、新規資金のお預け入れまたは10％以上増額で書替継続をされる方

※組合員以外の方は
年0.06％（税引き後
年0.047％）となります。

給与振込
定期貯金

どなたさまで
も

お預け入れい
ただけます！

どなたさまで
も

お預け入れい
ただけます！

©ちょリス
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この資料は概要を説明したものです。
詳細につきましては、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」お
よび「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

　　　 詳しくはＪＡ京都市の各窓口 
　　　 までお問い合わせください。 

藤　井藤　井

営農経済部からのお知らせ

営農経済課　TAC

藤井　拓也
　今回は散布後に残った散布用希釈液の処分方法に
ついて紹介します。

おすすめ

●紙バックシーリングテープ
　９ｍｍ × ５０ｍ（１巻）
　色 （赤・緑）  　税込１５０円

●バックシーラー機
　　　　　　 税込２，４００円

紙バックシーリングテープ

共済部からのお知らせ

信用部からのお知らせ

開封
しやすい

　農薬を散布し残った散布用希釈液やタンク等の洗浄水はどのように処理していますか？
　排水路や河川、下水道に捨てるのは環境汚染にも繋がる恐れがありますので絶対にやめま
しょう。
　希釈液や洗浄水の処理について農薬工業会が作成した「使用残農薬の管理と処分に関するガイ
ドライン」には、以下のように記載されています。

・農薬は計画的に購入し、余らせて廃棄することのないようにすべて使い切る。
・余った希釈液は他の容器に移し替えず、散布むらの調整に利用するなどして必ず使い切る。
・散布器具等の洗浄水は、ほ場内で処理をする。

　農薬の散布は必要な量だけを秤量して散布量を調整することが大切ですが、やむを得ず残る場
合もあります。このような時は、農薬を散布したほ場に散水するなどして適切に処理し、排水路や
河川等に直接排水することはやめましょう。
　また、廃棄する資格がある産業廃棄物業者に処理を委託するなどの方法もあります。

・ ・

20182018 キャンペーン期間

新規お預け入れ（1口あたり）
10万円以上。

平成30年
1111 11
（木）（木）

1212 2828
（金）（金）ウウ タタ キキ ンンャャ ーーンンペペンンィィ ーー

（1年もの、自動継続、個人に限る）スーパー定期貯金スーパー定期貯金スーパー定期貯金
対象商品対象商品

※お預け入れは自動継続に限らせていただきます。※特別金利は当初の約定期間のみで、継続後は店頭表示金利となります。※お利息に20.315％（国税15.315％・地方税5％）の分離課税がかかります。※満期日前にご解約された場合は、JA所定の中途解約利率を適用
いたします。※貯金保険制度の付保対象貯金です。1JAごとに貯金者1人当たり元本1,000万円までとその利息が保護の対象となります。（決済用貯金以外の複数の貯金口座がある場合には、それらの貯金元本を合計して1,000万円までとその利息が保護されます。）
※ATMでの取扱いは対象外とさせていただきます。※新規組合員加入資格は、JA京都市管内にお住まいの方、もしくは勤務先がある方で、JA京都市の事業を継続してご利用いただける方です。また、出資が必要となります。※出資は1口300円で、口数は5,000口までです。
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年
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年
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も

お預け入れい
ただけます！

©ちょリス

17 2018 年 11 月 vol .250



【解き方】
普通のクロスワードの
要領で全部を解いてく
ださい。次に A → E の
二重ワクの文字を順に
並べると、一つの言葉
ができます。
それが答えです。

タテのカギ

締め切りは

11月末日

おたよりや、イラスト（絵手紙）を募集中です。

クイズと同じあて先まで、お送りください。

お待ちしています。

お た よ り 募 集 ！中

解答は「いっぷく」１月号

プレゼントの応募方法

クロスワードパズル 二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

出題 ○ ニコリ

（1）郵便はがきに、【○クイズの答え○住所○氏名○年齢○電話番号○ご意見・
ご感想】をお書きください。

（2）〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24
ＪＡ京都市　本店総務部「いっぷく」係まで、お送りください。

　　　※応募いただきました皆さまの個人情報は、当選者のプレゼント発送の
　　　　ために利用させていただきます。

『
い
っ
ぷ
く
』9
月
号
の
答
え

 

　
　
　
　﹇
コ
ス
モ
ス
﹈

正解者の中から
抽選で10名の方に

図書カードを
プレゼント！

①　武士が腰に差す物
③　パリやベルリン、バンコク、北京など
⑥　8は2の4──です
⑦　英語ではゼブラ。草食動物です
⑧　月が出ていなくて真っ暗です
⑩　タンスなどに加工する軽い木材
⑫　家族やごく近しい人のこと
⑭　遠くて近きは男女の──
⑯　モミジとも呼ばれる木
⑱　10月は神無月、11月は──
⑳　ネタやシャリなどから作ります
　　このぶんしょうにはつかわれていません
　　ヒトコブ──やフタコブ──は砂漠で使われる動物

ヨコのカギ

①　アフリカの川や池にすむ動物。体も口も大きい
②　そろそろスタッドレス──に交換しようかな
③　まるで取り付く──もない様子だったよ
④　──栽培はオーガニック農法とも呼ばれます
⑤　鳥籠の中に取り付ける棒
⑦　火事に備えて設置する物
⑨　音はこれで聞き取ります
⑪　落語を客に聞かせる職業
⑬　頭をひねって絞り出します
⑮　徳川将軍家は三つ葉葵（あおい）
⑰　机のこと。ライティング──
⑲　道が十字に交差している所
　　漢字では羊の歯と書く植物

SNSでJA京都市とつながろう！！

11月

１～３日（木～土）
第38回ＪＡ京都府ママさん大学【津軽・十和田湖・函館】

▶11・12月の行事予定

住宅ローン相談会【ＫＴＶ五条展示場】

６日㈫ グリーンクラブゴルフコンペ
【信楽カントリー倶楽部】

９日㈮ 巡回健診【川岡】

７日㈬ 深草支部品評会【藤森神社】

７日㈬ 農業機械安全講習会【上賀茂】

８日㈭ 農業機械安全講習会【嵯峨野】

10日㈯ ＪＡ京都市７０周年記念式典

11日㈰ 南区ふれあい祭【東寺】

13日㈫ 農業機械安全講習会及び農機具展示会
【嵯峨野経済出張所】

16日㈮ 秋季農産物品評会【平安神宮】

16日㈮ 法律個人相談会【本店】

17日㈯ 秋季農産物即売会【本店】

20日㈫ フレミズ視察研修【ＪＡ京都にのくに】

21日㈬ ＪＡグループ京都アグリＤＲＥＡＭ

25日㈰ 野菜と花の即売会【北町集会所】

26日㈪ 家の光活動体験発表大会【京都テルサ】

27日㈫ 大宮品評会【大宮小学校】

29日㈭ 左京区農産物共進会【下鴨神社】

１日㈯ 醍醐支部農産物品評会
【伏見区役所醍醐支所】

７日㈮ 山科北部支部品評会【山科北部】

８日㈯ 住宅ローン相談会【KTV五条展示場】

８日㈯ 農林秋まつり【上賀茂神社】

12月

３日㈯

農業機械安全講習会【勧修寺観光農園】５日㈪

農業機械安全講習会【上鳥羽】６日㈫

22

※予定ですので、日程が変更となる場合があります。

23

21

業務推進部からのお知らせ

特定生産緑地と固定資産税
 特定生産緑地の指定を受けないと、右図のように固定資産税等
の負担が１年ごとに２割ずつ増加してしまい、５年後には、宅地並み
に課税の税額まで上昇してしまいます。
 特定生産緑地を選択することで営農の継続や相続においてさま
ざまなメリットがあります。制度内容を十分にご理解の上、ご判断
ください。

QRコードを読み取ってお友達になっておくれやす♪

instagram
アカウント名：
ja_kyotoshi

ID名：
@ja_kyotoshi

アカウント名：
JA京都市

facebook

１日㈯ 山科南部支部品評会【山科区総合庁舎】

１日㈯ 西京農業まつり【松尾大社】

21日㈬ 資産管理移動相談会【久我】

18日㈰ 南区京野菜・京都肉ＰＲプロジェクト
【イオン洛南店】

い っ ぷ く

今月の星占い モナ・カサンドラ

知的好奇心が旺盛になる兆し。調べて
みたいことがあれば、じっくり探究し
て。サークルやグループ活動にもつき

山羊座
12/22〜1/19

頼まれ事など、まずは必要な作業から
手を付けましょう。その後、プライベー
トの充実を図ると喜びが倍増

天秤座
9/23〜10/23

やたらとプレッシャーを感じる暗示。
誰かと比べず、自分らしさを大切に。
気晴らしにはハーブティーを飲んで

水瓶座
1/20〜2/18

幸運期。自分の考えやアイデアなどを
思い切ってオープンにすると好結果
に。新しい世界に飛び込むのも大賛成

蠍座
10/24〜11/22

開放的な気分になれる予感。過去に駄
目だった挑戦にリベンジできそう。海
外に関することにも幸運があるはず

魚座
2/19〜3/20

サービス精神を見せることで、周囲と
円満な関係を築ける時期。縁の下の力
持ち的役割も快く果たし、人気者に

射手座
11/23〜12/21
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instagram
アカウント名：
ja_kyotoshi

ID名：
@ja_kyotoshi

アカウント名：
JA京都市

facebook

１日㈯ 山科南部支部品評会【山科区総合庁舎】

１日㈯ 西京農業まつり【松尾大社】

21日㈬ 資産管理移動相談会【久我】

18日㈰ 南区京野菜・京都肉ＰＲプロジェクト
【イオン洛南店】

今月の星占い モナ・カサンドラ

クリエーティブな能力が開花しやすい
月。絵を描くなど、やってみたいこと
に注目を。お芝居を見に行くのも◎

蟹座
6/22〜7/22

考え方が後ろ向きになりやすい期間か
も。意識的に笑顔を心掛けましょう。
また、感謝できることを探すと開運に

牡羊座
3/21〜4/19

思い込みが激しくなりそう。人の話を
早のみ込みしないよう、ご用心。気分
リフレッシュには手作りにトライを

獅子座
7/23〜8/22

あれこれ余計なことまで気にして動け
なくなり、つきを逃しがち。開き直り
の気持ちを大切に。花を飾るのも吉

牡牛座
4/20〜5/20

人脈のネットワークを広げる好機。飲
み会などの誘いには気軽にOKを。初
対面の相手でも気さくに話し掛けて

乙女座
8/23〜9/22

うわさに興味を持つのは避けた方が無
難です。それより、自分が好きなことに
意識を向け、それを満喫するのが正解

双子座
5/21〜6/21
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事業だより
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特集

組合設立70周年を迎え

それぞれが目指す
新たな未来に向かって動き始める

組合設立70周年を迎え

それぞれが目指す
新たな未来に向かって動き始める

お好みでネギ、辛いのが
好きな方は黒コショウを
かけて下さい。

相 続
セミナー

組合員
限定！
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編集・発行／JA京都市（京都市農業協同組合）総務部総務課
〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24　TEL（075）314-0898

https://ja-kyotocity.or.jp/

事前予約制

参加費
無料

相続はまだまだ先とお考えの方、気になってはいるけど何から始めればいいか
分からない方、この機会にぜひお気軽にご参加ください。
世帯主の方はもちろん、ご家族での参加をお待ちしています！
● セミナーは1時間程度を予定しています。　　● 定員に達し次第、申込みを締め切らせていただきます。

＜申込み締切日＞
11月7日（水）
＜講師＞
田中税務会計事務所 

11月12日（月） 午後7時～　上賀茂支店
11月13日（火） 午後7時～　伏見支店
11月14日（水） 午後7時～　山科南部支店
11月15日（木） 午後7時～　嵯峨野支店
11月17日（土） 午後2時～　本店

相続税の基礎知識編

＜申込み締切日＞
11月26日（月）
＜講師＞
わかば経営グループ　
田口会計事務所

詳しくはJA京都市窓口までお問い合わせください。

12月 3 日（月） 午後7時～　上賀茂支店
12月 4 日（火） 午後7時～　伏見支店
12月 5 日（水） 午後7時～　山科南部支店
12月 7 日（金） 午後7時～　嵯峨野支店
12月11日（火） 午後7時～　本店

税金対策編

●作り方
①大根は皮をむき２cm角に切る。
②フライパンを熱して豚ひき肉を炒める。火が通ったら、大根を
加えてさらに２分程炒める。
③水を加えて煮立たせ、アクをとる。
④弱火にしてＡの調味料を入れ、落し蓋をして15分程煮る。
⑤火を止め、水溶き片栗粉を入れ再度火にかけ、とろみがついたら完成。

季節の野菜〜大根〜
がん予防や血栓予防
に効果があり、殺菌
効果もあります。

●材料（２人分）
大根
豚ひき肉
水
　醤油
　オイスターソース
　鶏がらスープの素
　砂糖
　おろし生姜
　甜面醤
　豆板醤

………………………………… 15cm程
………………………………… 150ｇ

……………………………………… 400ml
 ………………………………… 大さじ２

………………… 小さじ２
………………… 小さじ１

………………………………… 小さじ２
…………………… 小さじ１／２

……………………………… 大さじ１
………………………… 小さじ１／２

水溶き片栗粉
ネギ
黒コショウ

………………… お好みの固さで
…………………………………… お好みで

…………………………… お好みで

｛A


